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Public relations magazine of Yame City №1240

2023
令和5年

ふるさとの恵みと誇りを未来につなぐ
安心と成長のまち 八女

香る梅花に誘われて香る梅花に誘われて
　第 34 回八女夢たちばな観梅会が、2月
18日㈯～26日㈰の土日祝日に、八女市
立花町の谷川梅林で開催されました。

（関連記事 9ページ）
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■編集・発行 八女市企画政策課広報広聴係 
　TEL 0943・23・1110   FAX 0943・24・8083

◦八女市公式ホームページ

◦八女市公式LINE

◦その他公式情報発信ツール

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1111（代表）   FAX 0943・22・2186 
URL https://www.city.yame.fukuoka.jp/　
開庁日時  平日8：30～17：15

（延長窓口  水曜17：15～19：00 本庁一部窓口のみ）

掲載している催し等が変更になる場合
があります。市ホームページ、または問
い合わせ先で確認してください。

八女市企画政策課

d ボタン広報誌

FM 八女 お知らせ放送

@yamecitykoho

新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。

1日3回（7時・12時20分・20時）に放送します。

テレビをKBC（1チャンネル）に合わせ、
リモコンのdボタンを押して視聴します。

＠yamecity

広報 2023年（令和5年）4月1日号八女市 No.1240

yamecity
YouTube

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM 八女【80.1MHz】を通じて放送します。
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▼ 2 月の交通事故の状況

▼ 2 月の火災・救急の状況

▼人口と世帯（2 月28日現在）

▼ 2 月の異動

納期限・口座振替日
5月1日（月）
納税は、安全便利な口座振
替をご利用ください。納期
限内の納付にご協力ください。
遅れると督促料や延滞金が発
生します。※納付書の再発行
は担当課へご連絡ください。

◦住宅使用料（4 月）
◦保育料（4 月）
◦水道料金・下水道使用料（1期）
◦農業集落排水施設使用料（1期）
◦市管理水面・道路占用料

4月に納めるもの

4月イベントカレンダー

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

4 月は統一地方選挙が行われます

公共交通をご利用ください ほか

まちのわだい TOPICS

高齢者用肺炎球菌の定期予防接種 ほか

健康だより

相談はお気軽にどうぞ

図書館だより・おりなす八女

地域づくり提案事業 13 件を採択 ほか

なぜなぜ人権

公共下水道供用開始区域を拡大します ほか

子育てを応援します

26 お知らせ
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4
人口 60,664 (-15)
男 28,731 (+17)
女 31,933 (-32)

世帯数 25,595 (+44)
※（　）内は前月比　　

出生 24 人 死亡 92 人
転入 199 人 転出 146 人

火災出火件数 4 件 （6 件）
救急出動件数 279 件 （672 件）
救急搬送人数 271 人 （636 人）

※（　）内は 1月からの累計

人身事故発生件数 33 件 （50件）
死　者 ０人 （ 0人）
傷　者 41 人 （64人）

※（　）内は 1月からの累計

24ページ 八女黒木大藤まつり
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次
の
予
防
接
種
は
公
費
で
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
は
３
種
類
あ
り
、２

価
ワ
ク
チ
ン
と
４
価
ワ
ク
チ
ン
は

す
で
に
公
費
で
接
種
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
か

ら
新
た
に
９
価
ワ
ク
チ
ン
も
公
費

接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
中
学
１
年
生
と
高

校
１
年
生
相
当
の
女
子
に
個
別

通
知
を
行
い
ま
す
。
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

接
種
機
会
を
逃
し
た
人
に
対

し
、
公
平
な
接
種
機
会
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
次
に
該
当
す
る

人
は
定
期
接
種
の
年
齢
を
超
え

て
公
費
で
接
種
で
き
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
令
和
5
年
度
に
17

歳
～
26
歳
に
な
る
女
性
（
平
成

9
年
度
～
平
成
18
年
度
生
ま
れ

の
女
性
）

◦
接
種
費
用
＝
無
料

■
妊
娠
希
望
者
の
風
し
ん
予
防

接
種
費
用
を
助
成

　

妊
婦
、
特
に
妊
娠
初
期
の
女

性
が
風
し
ん
に
か
か
る

と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
が
「
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
」
と
い
う
病
気
に
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
風
し
ん

の
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

効
果
的
で
す
。

◦
対
象
者
＝
抗
体
検
査
で
抗
体

価
が
低
い
と
判
明
し
た
妊
娠
希

望
者
お
よ
び
妊
娠
希
望
者
・
妊

婦
の
配
偶
者
と
同
居
の
家
族
。

■
風
し
ん
の
追
加
的
対
策

　

風
し
ん
抗
体
検
査
と

風
し
ん
第
５
期
の
定
期

予
防
接
種
は
、期
間
を
延
長
し
て

令
和
６
年
度
ま
で
行
い
ま
す
。
風

し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、十
分
な

抗
体
量
が
な
い
人
は
予
防
接
種
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
昭
和
37
年
4
月
2

日
～
昭
和
54
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
男
性

◦
検
査
ク
ー
ポ
ン
券
＝
検
査
を
し

て
い
な
い
人
に
対
し
、
４
月
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
の
際
に
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進

課
（
☎
２
３・１
２
０
１
／
☎

２
３・１
３
５
２
）

各
種
予
防
接
種
の
ご
案
内

■新型コロナウイルス感染症にかかる
　傷病手当金の期間延長
　国民健康保険に加入している人に
ついて、新型コロナウイルス感染症
に関する傷病手当金の支給対象期間
を 5月7日まで延長しました。支給要件に
ついては、ホームページで確認ください。
◦問い合わせ＝健康推進課国民健康保険係

（☎ 23・1116）

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

■令和５年度新型コロナワクチン接種について
（3 月 15 日時点での情報です）

　接種期間が延長され、令和５年度も自
己負担なしで接種できます。
◦ 12 歳以上の人
　初回接種（1・2回目接種）を完了した人を対象に、
昨年 10 月から実施している 1 人 1 回のオミクロ
ン株対応 2 価ワクチン接種は、今年 5 月 7 日まで
延長されました。
　まだ未接種で接種を希望する人は、早めの予約
をお願いします。なお、5 月 8 日以降は 65 歳以
上の人、65 歳未満の基礎疾患を有する人、医療
従事者等を対象とした追加の接種が予定されてい
ます。詳細が決まり次第ホームページ等でお知ら
せします。
◦ 5 歳～11 歳の人
　追加接種（3 回目接種以降）のワクチンが小児用
オミクロン株対応２価ワクチンになります。初回
接種については、変更ありません。
　詳細は、ホームページをご覧ください。
◦ 6 か月～4 歳の人
　引き続き初回接種（1 ～ 3 回目接種）を実施し
ます。使用ワクチンは変更ありません。
■ワクチンコールセンターを休止します
　４月から５月中旬まで八女市コロナウイルスワ
クチンコールセンターを休止します。休止中のコ

ロナワクチン接種の予約・その他問い合わせは下
記まで。
◦問い合わせ＝健康推進課新型コロナ
ウイルス対策係（☎ 23・1201）
◦受付時間＝平日 8:30 ～ 17:15

↑Web予約
　はこちら

３つの密（密集・密接・密閉）の回避

場面に応じた感染症対策

密集
場所

石けん
による手洗い

アルコールによる
手指消毒の励行

密接
場面

密閉
空間

ワクチンを受けた後も、感染予
防対策の継続をお願いします
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３
月
号
で
は
、
福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選

挙
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
４
月
号

で
は
、
八
女
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
年
齢
居
住
要
件
】

　

平
成
17
年
４
月
24
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
令
和
5
年
1
月
15
日
ま
で
に
八
女

市
に
転
入
届
を
し
て
、
引
き
続
き
八
女
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
。

　
投
票
日
ま
で
に
、
八
女
市
外
に
転
出
し

た
人
は
、
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
転
出
前
に
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
新
し
く
18
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
の

前
日
か
ら
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
そ

の
前
は
「
不
在
者
投
票
」
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
投
票
当
日
の
投
票
所
（
左
側
一
覧
表
参

照
）
は
、入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
入

場
券
は
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。
投
票

に
は
、
ご
自
分
の
入
場
券
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
入
場
券
を
紛
失
し
て
も
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
係
員
に

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
閉
鎖
時
間
を
午
後
７
時
に
繰
り
上
げ
て

い
る
投
票
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
入
場
券
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
当
日
に
投
票
が
で
き
な
い
（
見

込
み
を
含
む
）人
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
を
持
参
く
だ

さ
い
（
届
い
て
い
な
い
時
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）。期日

前
投
票
所
は
次
の
６
か
所
で
す
。

　
な
お
、
期
日
前
投
票
は
す
べ
て
の
投
票

所
で
投
票
で
き
ま
す
が
、
投
票
日
当
日
は

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
し
か
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

◦
市
総
合
体
育
館
研
修
室
（
市
役
所
本
庁

舎
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◦
市
役
所
上
陽
支
所
小
会
議
室

◦
市
役
所
黒
木
支
所
第
５
会
議
室

◦
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
０
１
研
修
室

◦
矢
部
公
民
館

◦
星
野
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

▽
期
間
＝
4
月
17
日
㈪
～
22
日
㈯ 

８
時
30

分
～
20
時

4
月
9
日
日 

福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

4
月
2323
日
日 

八
女
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
は
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

投
票
で
き
る
人
は
…

期
日
前
投
票

投
票
所
入
場
券
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

投票区 投票会場
第 1 投票区 福島小学校体育館
第 2 投票区 おりなす八女交流室Ａ
第 3 投票区 長峰小学校体育館
第 4 投票区 総合体育館研修室
第 5 投票区 上妻小学校体育館
第 6 投票区 三河小学校体育館
第 7 投票区 八幡小学校体育館
第 8 投票区 川崎小学校体育館
第 9 投票区 忠見小学校体育館
第10投票区 岡山小学校体育館
第11投票区 西中学校体育館
第12投票区 農業活性化センター
第13投票区 研修センター（発心）
第14投票区 黒木地域交流センター（ふじの里）
第15投票区 豊岡コミュニティセンター
第16投票区 串毛コミュニティセンター
第17投票区 木屋農村環境改善センター
第18投票区 笠原集会所
第19投票区 げんき館おおぶち多目的室
第20投票区 立花市民センターイベントホール
第21投票区 筑南小学校体育館
第22投票区 白木コミュニティセンター
第23投票区 上辺春体育館（旧上辺春小）
第24投票区 矢部公民館
第25投票区 星野行政福祉センター大集会室

※上表の背景が白色の投票所は7時～ 20時で、背景
が藤色の投票所は7時～ 19時です。詳しくは入場券
を確認してください。
※4月23日の投票日は、入場券に記載された投票所
でしか投票できません。

4月23日㈰の投票所と投票時間 八
女
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

みんな
の一票

大切に！
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選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
を
市
内

に
設
置
し
ま
す
。
も
し
、
こ
の
掲
示
板
が
壊

れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
と
き
は
、
お
手
数

で
す
が
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
４
月
23
日
㈰
　
21
時
15
分
か
ら

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館
２
階

　
開
票
の
状
況
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

 

　
不
在
者
投
票
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
投
票

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
公
正
な
選
挙
実
現
の
た
め
、
公
職
選
挙

法
で
は
各
種
の
制
限
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
事
前
運
動
＝
選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、

立
候
補
の
届
出
を
し
て
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
で
す
。
立
候
補
届
出
前
の
選
挙
運
動
は

「
事
前
運
動
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
文
書
図
画
の
頒
布
、
掲
示
＝
頒
布
で
き
る

も
の
は
一
定
数
の「
は
が
き
」と「
選
挙
ビ
ラ
」

だ
け
で
す
。
ま
た
、掲
示
で
き
る「
ポ
ス
タ
ー
」

等
は
、
一
定
の
規
格
や
数
量
等
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

◦
戸
別
訪
問
＝
選
挙
運
動
の
た
め
に
有
権
者

宅
や
会
社
な
ど
を
一
戸
一
戸
訪
ね
る
こ
と
は

「
戸
別
訪
問
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
別
訪
問
に
よ
る
選
挙
運
動
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
の
は
、
買
収
等
の
違
反
行
為
を
行
う

機
会
を
つ
く
り
、
選
挙
の
公
正
を
害
す
る
お

そ
れ
が
生
じ
る
た
め
で
す
。

◦
飲
食
物
の
提
供
＝
選
挙
運
動
に
関
し
て
、

そ
の
名
目
に
か
か
わ
ら
ず
飲
食
物
（
お
茶
お

よ
び
通
常
用
い
ら
れ
る
程
度
の
お
茶
菓
子
は

除
く
）
を
提
供
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
陣
中
見
舞
い
と
し
て
候
補
者
な
ど
に

飲
食
物
を
贈
る
こ
と
も
違
反
に
な
り
ま
す
。

◦
買
収
・
供
応
・
妨
害
＝
選
挙
運
動
の
た
め

に
買
収
や
接
待
し
た
り
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
候
補
者
の

デ
マ
を
と
ば
し
た
り
候
補
者
・
選
挙
人
等

を
脅
し
た
り
、
演
説
・
集
会
・
交
通
な
ど

を
妨
害
し
た
り
、
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
を
破
い

た
り
し
て
選
挙
の
自
由
を
妨
げ
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

◦
候
補
者
等
の
寄
附
＝
政
治
家
や
立
候
補

予
定
者
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
寄

附
を
す
る
こ
と
は
、
選
挙
運
動
期
間
中
に
限

ら
ず
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
候
補
者

等
に
対
し
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
許
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

即
日
開
票
を
実
施

広報八女 2023.4.15

選
挙
公
報
・
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
の
設
置

さ
ま
ざ
ま
な
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す

　
４
月
９
日
㈰
に
執
行
さ
れ
る
「
福
岡
県

議
会
議
員
一
般
選
挙
」
お
よ
び
４
月
23
日

㈰
に
執
行
さ
れ
る
「
八
女
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
」
に
お
い
て
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
て
期
日
前
投
票
を
す
る
場
合
、
期

日
前
投
票
所
ま
で
の
運
賃
を
選
挙
管
理
委

員
会
が
負
担
し
ま
す
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
が
無
料
と
な
る

の
は
、
右
記
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
期
間
内
に
期
日
前
投
票
の
た
め

に
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
と
き

は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー
（
☎

３
３・２
０
０
２
）
へ
予
約
時
に
そ
の
旨
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
利
用
日
の
2
日
前
か

ら
予
約
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

場
合
、
事
前
に
利
用
者
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
登
録
申
し
込
み
は
、
市
役

所
商
工
振
興
課
公
共
交
通
政
策
係
（
☎

２
３・１
１
８
９
）
ま
た
は
各
支
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
登
録
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
利
用
す
る
人
は
早
め
に
登
録
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
日
の
予
約
状
況
に
よ
り
、
希
望
の

時
間
に
予
約
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所
ま
で
八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

  

運
賃
が
無
料
と
な
る
期
間

　
【
県
議
会
議
員
選
挙
】

　

  

４
月
３
日
㈪
～
４
月
７
日
㈮

　
【
市
議
会
議
員
選
挙
】

　

  

４
月
17
日
㈪
～
４
月
21
日
㈮

選
挙
運
動
の
制
限

◉
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局（
市
役
所
総
務
課

内
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

▶八女市予約型乗
合タクシー（ふる里
タクシー）の詳細は
こちら

ドアツードアで、便利な
「ふる里タクシー」をご利用ください。
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八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」は
平

日
の
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後

３
時
30
分
ま
で
、
電
話
で
の
ご
予

約
に
応
じ
て
、
利
用
者
の
玄
関
か

ら
目
的
地
の
玄
関
ま
で
送
迎
し
ま

す
。
利
用
に
は
、
事
前
に
利
用
登

録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

　

乗
り
合
い
の
た
め
、希
望
時
間

の
予
約
が
困
難
な
場
合
や
、送
迎

時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
も
と
、地
域
に
親

し
ま
れ
る
公
共
交
通
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。「
利
用
し
た
い
け
ど
乗

り
方
が
分
か
ら
な
い
」「
地
域
で
利

用
説
明
会
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
な

ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
運
行
時
刻（
全
エ
リ
ア
共
通
、１

日
8
便
、平
日
の
み
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝	【
事
前
利
用
登

録
】
八
女
市
商
工
振
興
課
（
☎

２
３・１
１
８
９
）

※
登
録
は
各
支

所
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
で
も
可
能
で

す
。

【
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
予
約
】
予
約

セ
ン
タ
ー
（
☎

３
３・２
０
０
２
）

　

堀
川
バ
ス
株
式
会
社
で
は
、
株
式
会
社
ニ
モ
カ
が
発
行

す
る
全
国
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
た
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
「
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
」
が
、
3
月
25
日
㈯
か
ら
利
用

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
導
入
を
記
念
し
て

ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
ポ
イ
ン
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
堀
川
バ
ス
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■
サ
ー
ビ
ス
内
容
＝

　
「
ｎ
ｉｍ
ｏ
ｃ
ａ
」
を
は
じ
め
と
し
た
全
国
相
互
利
用
サ
ー

ビ
ス
対
象
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
利
用
可
能
な
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
＝
S
U
G
O
C
A
、

は
や
か
け
ん
、
K
i
t
a
c
a
、
P
A
S
M
O
、
S
u
i
c
a
、

m
a
n
a
c
a
、
T
O
I
C
A
、
I
C
O
C
A
、
P
i
T
a
P
a

路
線
バ
ス

堀
川
バ
ス
で
「
n
i
m
o
c
a
」
が

利
用
で
き
ま
す

市
で
は
、安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り・定
住
促
進
と
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、路
線
バ
ス・高
速
バ
ス
の
維
持
や
乗
合
タ
ク
シ
ー

利
用
促
進
な
ど
の
公
共
交
通
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

路
線
バ
ス
は
、
朝
夕
の
通

勤
通
学
を
は
じ
め
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大

切
な
交
通
手
段
で
す
。

電
話
一
本
で
自
宅
ま
で
送
迎
！

ド
ア
ツ
ー
ド
ア
！

乗
合
タ
ク
シ
ー

運行時刻について

日
向
神
ダ
ム
湖
畔
に

モ
ミ
ジ
を
植
栽

　

2
月
18
日
㈯
、
矢
部
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
昇
盛
会
」
の
34
人
が
、
矢
部
村
日
向

神
ダ
ム
湖
畔
に
15
本
の
モ
ミ
ジ
を
追
加
植
栽

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
25
年
度
か
ら

合
計
3
6
0
本
の
モ
ミ
ジ
が
植
栽
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、矢
部
川
内
の
枯
れ
草
の
処
理
と
、

矢
部
地
区
観
光
物
産
交
流
施
設「
杣
の
さ

と
」前
の
観
光
施
設
看
板
の
清
掃
活
動
も
あ

わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。地
域
資
源
を
活
か
し
、

た
く
さ
ん
の
観
光
客
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

受付締切時間 出発時間

① 前日午後 4 時 30 分 午前 7 時 30 分

② 午前 8 時 30 分
受
付
を
締
め
切
り
次
第
出
発
し
ま
す

③ 午前 9 時 30 分

④ 午前 10 時 30 分

⑤ 午後 0 時 30 分

⑥ 午後 1時 30 分

⑦ 午後 2 時 30 分

⑧ 午後 3 時 30 分

62023.4.1  広報八女
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市
で
は
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
満
70
歳
以
上
の
人
が
運
転

免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し
た

場
合
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
主
返
納
し
た
ら
6
か
月
以
内

に
市
役
所
で
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
支
援
の
内
容
＝
八
女
市
タ
ク

シ
ー
・
路
線
バ
ス
共
通
回
数
券

6
万
円
分
（
3
0
0
円
券
×

2
0
0
枚
綴
り
）。
回
数
券
は

八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
、

福
岡
県
筑
後
地
区
タ
ク
シ
ー
協

会
加
盟
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
堀
川

バ
ス
㈱
の
路
線
バ
ス
で
利
用
で

き
ま
す
（
堀
川
バ
ス
㈱
の
路
線

バ
ス
は
4
月
1
日
㈯
か
ら
）。
回

数
券
の
利
用
は
本
人
に
限
り
ま

す
。
な
お
、
回
数
券
の
交
付
は

１
回
限
り
で
す
。

◦
届
出
に
必
要
な
も
の
＝
申
請

に
よ
る
運
転
免
許
証
取
消
通
知

書
／
届
出
人
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
（
代
理
人
の
場
合
は

代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
） 

例
：
健
康
保
険
証
、
介

護
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
／
委
任
状
（
代
理
人
に

よ
る
届
出
の
場
合
）

【
注
意
！
】
運
転
免
許
証
返
納
手

続
き
は
「
八
女
警
察
署
（
☎
２

2
・
5
1
1
0
）」
ま
た
は
「
筑

後
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
」

で
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
有

効
期
限
を
過
ぎ
た
免
許
証
は
支

援
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
・
届
け
出
先
＝

防
災
安
全
課
生
活
安
全
係
（
☎

２
４
・
8
1
4
6
）
ま
た
は
各
支

所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

70
歳
以
上
対
象

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

■
カ
ー
ド
の
種
類
と
購
入
方
法
＝

　

カ
ー
ド
の
種
類
＝
n
i
m
o
c
a
、
ス
タ
ー

n
i
m
o
c
a
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
n
i
m
o
c
a
、
小
児
用

カ
ー
ド
、
障
が
い
者
用
カ
ー
ド
、
定
期
券
な
ど

▽
購
入
場
所
＝
福
島
待
合
所
・
羽
犬
塚
待
合
所
・
久
留

米
定
期
券
販
売
所
・
柳
川
定
期
券
販
売
所

▽
販
売
価
格
＝
2
0
0
0
円
（
チ
ャ
ー
ジ
1
5
0
0
円

+
デ
ポ
ジ
ッ
ト
5
0
0
円
）

◦
定
期
券
継
続
購
入
割
引
終
了
の
お
知
ら
せ
＝

　

3
月
24
日
㈮
で
高
校
生
通
学
定
期
券
継
続
購
入
割

引
が
終
了
し
ま
し
た
。
3
月
24
日
㈮
ま
で
に
購
入
さ
れ

た
定
期
券
に
は
こ
の
割
引
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

n
i
m
o
c
a
定
期
券
は
割
引
前
の
通
学
定
期
券
料
金
に

戻
り
ま
す
。

◦
n
i
m
o
c
a
導
入
後
の
回
数
乗
車
券
に
つ
い
て
＝

　

3
月
22
日
㈬
で
回
数
乗
車
券
の
販
売
を
終
了
し
ま
し

た
。
な
お
、
お
持
ち
の
回
数
乗
車
券
は
、
令
和
６
年
３
月

31
日
㈰
ま
で
引
き
続
き
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
れ
以
降

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
導
入
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
期
間
＝
3
月
25
日
㈯
～
5
月
7
日
㈰

▽
内
容
＝
期
間
中
、
ス
タ
ー
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
、
で
ご
乗
車
い
た
だ
い
た
人
全
員
に
、

ご
利
用
金
額
の
５
％
の
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
ポ
イ
ン
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
対
象
カ
ー
ド
＝
ス
タ
ー
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
の
み
。
ポ
イ
ン
ト
は
ご
乗
車
い
た
だ
い
た

２
日
後
に
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
＝
堀
川
バ
ス
㈱
（
☎
２
３・2
1
1
5
）

【
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ

ａ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
5
7
0
・
0
9
2
・
1
1
1
）

冬
キ
ャ
ン
in
焚
火
の
森

　

2
月
11
日
㈷
～
12
日
㈰
、奥
八
女
焚
火
の

森
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
市
内
の
小
学
５

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
八
女

市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業「
冬
キ
ャ
ン
in

焚
火
の
森
」を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
、木
を
使
っ
た
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
の

作
成
や
、霊
巌
寺
の
座
禅
岩
に
登
っ
た
り
、

望
遠
鏡
で
満
天
の
星
空
を
観
察
し
た
り
し
ま

し
た
。２
日
目
は
早
朝
に
霊
巌
寺
で
座
禅
体

験
を
行
い
、八
女
茶
の
淹い

れ
方
を
学
び
ま
し

た
。そ
の
他
、昼
食
に
は
猪し
し

汁
作
り
や
、
焚
火

で
焼
き
芋
や
竹
筒
を
使
っ
た
炊
飯
な
ど
、
地

元
の
食
材
を
存
分
に
味
わ
い
ま
し
た
。夕
食

は
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
献
立
で
料
理
を
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
み
ん
な
と
協
力
し
て
料

理
や
焚
火
を
し
て
と
て
も
楽
し
い
1
泊
2
日

だ
っ
た
」「
た
く
さ
ん
友
だ
ち
が
で
き
た
」な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
18
人
は
、楽
し
み
な
が
ら
協
力

し
合
っ
て
活
動
し
、八
女
市
の
魅
力
に
た
く

さ
ん
触
れ
た
2
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
堀
川
バ

ス
㈱
の
路
線
バ
ス
で
も

利
用
で
き
る
よ
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も
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に
利
用
で
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ま
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。

７ 　 広報八女  2023.4.1 



82023.4.1  広報八女

　1 月 29 日 ㈰、お
りなす八女で市文化
連盟連合会主催の
文化講演会が開催
されました。
　講師は八女市出身
の直木賞作家の安部
龍 太 郎 先生で 300
人を超える聴衆が集
まりました。「八女
に生まれて」をテーマにした講演では、執筆中の「家康」
に関する話のほか、自身が南北朝時代から 700 年間
南朝の隠れ里であったふるさと八女から反骨精神を受
け継いでいること、八女市民には相手だけが悪いので
はなく、自分にも落度があったと考えるという、相手
を思いやるやさしい文化があるとの話がありました。

※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

持続可能な地域社会を目指して

地域活性化に役立てます

よりよい地球を次代に伝える
　2 月 3 日㈮、第 75 回優良公民館として表彰され
た黒木公民館の安徳和幸館長が市長と教育長を表
敬訪問しました。
　文部科学省では、公民館や社会教育活動を行う施
設のうち、特に事業内容・方法等に工夫をこらした
活動を行い、その活動を生かして地域づくりに貢献
しているものを優良公民館として表彰しています。
　黒木公民館は、小・中学校と地域をつなぐパイプ
役を担い、学校支援や放課後学習支援等を行う地
域学校協働活動に取り組み、幅広い住民の参画を得
ていることなどが評価されました。
　安徳館長は「子ども時代の地域との関わりが、大
人になってふるさとへの思いにもつながり、地域で
頑張りたいという思いになる。地域全体で子どもの
成長を支え、持続可能な地域社会を目指したい」と
話しました。

　2月16日㈭、㈲道の駅たちばな（代表取締役 中
村一範さん）から寄附金をいただきました。
　この寄付金は道の駅たちばな内の「立花町農産物
直売所」や各種イベントの収益の中から寄附された
もので、市の地域活性化のために使われます。

　1 月 28 日㈯、2022 第 1 回地球さんご賞の九州・沖
縄地区表彰式がおりなす八女で行われました。
　地球さんご賞は「人が持つ、見る・考える・行動する」
という３つの力で、地球が直面する５つの課題「地
球温暖化・海洋汚染・大気汚染・水質汚染・森林破壊」
に立ち向かうことを目指して創設されました。
　３つの力と５つの課題を掛け合わせて「さんご賞」
と名付けられ、「子どもや孫の世代によりよい地球を
継承してもらうために一歩でも前に進む努力を続け
ていこう」という理念のもとに小・中学生を対象とし
た作文コンクールが行われました。
　応募総数 1,475 人の中から厳選された表彰対象者
は 53 人で、全国表彰の「地球さんご賞大賞」や「同
準大賞」、「地球さんご賞ふるさと賞」の受賞者には、
直木賞作家の安部龍太郎実行委員長から表彰を受け
ました。

安部龍太郎先生による文化講演会開催
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　2 月 19 日㈰～ 3 月 12 日㈰までの間、福島地区一帯で
第 26 回雛の里・八女ぼんぼりまつりが開催されました。
　期間中には、白壁の町並みや中心商店街など約 100 か
所に雛人形が飾られ、町並みを彩りました。
　2 月 19 日㈰と 3 月 5 日㈰に一般公募で選ばれたカップ
ルが福島八幡宮で十二単衣と束帯姿で結婚式やフォトウェ
ディングを行いました。また「おひなさま供養祭（2 月 26
日㈰）」や「和服でめぐる八女のまち（3 月 4 日㈯・5 日㈰）」、
マルシェなどが行われ、多くの人でにぎわいました。

　

写
真
は
各
期
間
中
の
イ
ベ

ン
ト
の
様
子
。
①
十
二
単
衣

と
束
帯
姿
の
結
婚
式 

②
お

ひ
な
さ
ま
供
養
祭 

③
和
服

で
め
ぐ
る
八
女
の
ま
ち

雛の里・八女ぼんぼりまつり開催！

①

③

②

梅花と竹あかりが告げる春の訪れ
（表紙の写真から）

　2月18日～26日
の土・日・祝日の 5 日
間、八女市立花町の
谷川梅林一帯で第
34回八女夢たちば
な観梅会が開催さ
れました。
　咲き誇る梅の花
をはじめ、ワインセ
ラー内を幻想的に照らす竹あかり、ダンスや音楽ライ
ブ・猿回しなどのステージショーが祭りに花を添え、
多くの来場者でにぎわい、本格的な春の訪れを感じ
させるイベントとなりました。

青少年健全育成活動が認められ
　2月8日㈬に、福岡県庁で、福岡県青少年健全育成対
策本部長顕彰式（本部長・服部誠太郎知事）が行われ、
市内で活動する 2 つの団体が受賞しました。

◦八女警察署少年補導員連絡会
　（加藤哲英会長／会員 66 人）
　1978 年の発足以来、八女警察署管内で「街頭補導
活動」や「見守り活動」を中心に、青少年の健全育
成や地域の安心安全
なまちづくりに広く
貢献した事が認めら
れて、青少年の安全・
安心な見守り活動部
門で表彰を受賞しま
した。

◦チャイルドサポートネットワーク
　（下川京子代表／メンバー約 30 人）
　2016 年の発足以来、「子ども食堂」や「学習支援」
のボランティア活動を実施。地域の子どもを見守り育て
る「共育」という文化
を広めたいという思
いを持って活動して
いる実績が認められ
て、青少年健全育成
部門で感謝状を受賞
しました。
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　肺炎はわが国の死亡原因の第 5 位となっています。
また、日常的に生じる成人の肺炎のうち 25 ～ 40％は
肺炎球菌が原因と考えられ、高齢者の場合重篤化す
ることがあります。
　この肺炎を予防するための予防接種を下記に該当
する人は公費で受けることができます。体調の良いと
きに予防接種を受けましょう。なお、助成券（桃色）
がないと接種できません。
◦助成券の送付時期＝ 4 月中旬（予定）
◦接種期間＝令和 5 年 4 月1日～令和６年 3 月31日
◦対象者＝❶年齢が下表に該当する人

❷接種日時点での年齢が 60 歳～ 64 歳で、身体障害
者手帳１級相当の障害（心臓・腎臓・呼吸器の機能・
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能にかかるも
の）を有する人
◦接種回数＝１回
◦自己負担金＝ 3,500 円
◦自己負担金の免除＝市民税非課税世帯、生活保護
世帯の人は、次のいずれかを医療機関に持参し、接

種前に提示すると費用が免除され、無料で接種でき
ます。
❶高齢者予防接種費用免除証明書（有効期限内のも
の）＝健康推進課、黒木支所生活福祉係および各支
所市民生活福祉係で発行します。
▽必要書類＝申請書、本人確認ができるもの、委任
状（接種者と申請者が住民票上別世帯の場合のみ）
❷介護保険負担限度額認定証（黄緑色／有効期限内
のもの）＝介護長寿課介護保険係で発行します。
❸後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定
証（白色と後マーク／有効期限内のもの）＝介護長
寿課高齢者支援係で発行します。
❹生活保護受給証明書＝福祉課生活支援係で発行し
ます。※接種月と同一月に申請してください。
◦接種場所＝福岡県内の受託医療機関
◦接種方法＝事前予約が必要です
◦注意事項＝この予防接種は平成 31年度～令和 5
年度までの 5 年間に1年間のみ定期接種として受け
ることができます。
　過去に1回でも（公費・自費の場合も含む）肺炎
球菌予防接種を接種した人は公費での助成対象外と
なります。また、2 回目以降の再接種は副反応の頻度
が高く、程度が強く出ることがありますので、主治医
にご相談ください。
◦問い合わせ＝健康推進課保健総務係（☎ 23・1201）

高齢者用肺炎球菌の定期予防接種

165 歳（昭和 33年4月2日生～昭和 34年4月1日生）
170 歳（昭和 28年4月2日生～昭和 29年4月1日生）
175 歳（昭和 23年4月2日生～昭和 24年4月1日生）
180 歳（昭和18年4月2日生～昭和19年4月1日生）
185 歳（昭和13年4月2日生～昭和14年4月1日生）
190 歳（昭和18年4月2日生～昭和19年4月1日生）
195 歳（昭和13年4月2日生～昭和14年4月1日生）
100 歳（大正 12年4月2日生～大正 13年4月1日生）

ドナー・移植手術者に助成します子育て・介護等のオンライン申請ができます

■骨髄・末梢血幹細胞提供者に助成金を交付　
　市では、ドナー登録の拡大と移植医
療の推進のため、（公財）日本骨髄バン
クが行う骨髄・末梢血幹細胞提供あっ
せん事業において、骨髄等を提供した人に対し
て助成金を交付します。
■造血細胞移植後の任意予防接種費用を助成
　造血細胞移植（骨髄移植、末梢血
幹細胞移植または臍帯血移植）により、
移植前の予防接種の効果が期待できな
いと医師に判断された人に対して、医
師が必要と認めた予防接種・ワクチン接種をす
る人に対して再接種費用を助成します。
　両方とも助成を受けるためには条件がありま
す。ホームページ等で確認してください。
◦問い合わせ＝健康推進課保健総務係（23・
1201）

◦いつでもどこでも申請できる
「ぴったりサービス」＝子育てや介
護などの一部の行政手続きは、マ
イナポータルの「ぴったりサービ
ス」を利用してオンライン申請が
できるようになりました。これまで、
市役所の窓口に行く必要があった
手続きも、パソコンやスマートフォ
ンで、いつでも、どこでも申請することができます。
◦オンライン申請に必要なもの＝「マイナンバーカード」
と「マイナンバーカードが読み取れるパソコンやスマート
フォン（NFC 機能を有するもの）」が必要です。
※利用には、マイナポータルのインストールが必要です。
使用方法など詳しくはマイナポータルのサイト
をご覧ください。
◦問い合わせ＝マイナンバー総合フリーダイヤ
ル（☎ 0120・95・0178）
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◦学生納付特例制度とは＝学生は、申請することで在学中の国民年金保険
料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられています。継続
して猶予を希望する人も、申請は毎年度必要です。
※日本年金機構からはがき式の申請書が届いた場合は、そのはがきに必
要事項を記入して返送すれば申請できます。
◦申請方法＝ 4 月 3 日㈪から、市民課窓口サービス係および各支所年金
担当窓口で受付
◦添付書類＝
①基礎年金番号通知書または年金手帳
②学生等であることを証明する書類…在学証明書（原本）または学生証（裏
面に有効期限、学年、入学年月日の記載がある場合は裏面も含む）の写し。
ただし各種学校については、修業年限が１年以上の課程に在学している
ことを証明する書類（在学証明書等で証明できる場合は不要）。
③代理人が申請する場合…身分証明書（運転免許証等）。申請人と別世帯
の人が申請する場合は委任状も必要です。
※退職して学生になった人は、失業したことが分かる雇用保険被保険者離
職票または雇用保険受給資格者証等が必要。
◦問い合わせ＝市民課市民・年金係（☎ 23・1115）、久留米年金事務所（☎
0942・33・6192）

学生納付特例制度の申請が始まります
国 民 年 金

　毎年の消費者物価指数の変動に応じて手当額を改定
する物価スライド措置により、手当額が変わります。
　令和 5 年 4 月分からの手当額は、物価スライドによ
る変更分（2.5％）の引き上げとなります。
■児童扶養手当

　手当額は所得に応じて決定されます。手当
は認定請求した日の属する月の翌月分から支
給されます。年 6 回（奇数月）、前月分までの
２か月分が支給されます。
■特別児童扶養手当

　手当は、認定請求した日の属する月の翌月分から年 3
回（4 月、8 月、11 月）、4 カ月分が支給されます。
◦問い合わせ＝子育て支援課こども支援係（☎ 24・
9342）

区分 月額
１級（重度障害児） 53,700 円
２級（中度障害児） 35,760 円

児童扶養
　手当

特別児童
扶養手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当の
手当額が変わります

区分 児童１人 第２子
加算額

第３子以降
加算額

全部支給 44,140 円 10,420 円 6,250 円

一部支給
44,130 円

～
10,410 円

10,410 円
～

5,210 円

6,240 円
～

3,130 円

◦日時＝5月8日㈪14時～ 16
時（１人１時間程度）
◦会場＝矢部支所 
◦参加費＝無料
◦対象者＝おおむね65歳以
上の「もの忘れ」が気にな
る人で認知症専門医療機関
を受診していない人
◦定員＝10人 
◦申込期間＝4月3日㈪から

（先着順。定員になり次第締切）
◦申込・問い合わせ＝介護
長寿課地域包括支援係（☎
24・9466）
◦今後の日程＝上陽地区 7
月、立花地区 9 月、星野地
区 11 月、黒木地区令和 6
年 1 月、八女地区令和 6 年
3 月

もの忘れ予防検診
（矢部地区）

228

令和5 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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【作り方】
①コーンはザルにあげペーパータオルでよく水気を取る。
②ボウルに肉ダネの材料を入れて、よく練り混ぜ、12
等分に丸め、片栗粉をまぶす。
③コーンをバットに広げ、肉ダネを転がして丸めなが
らコーンをつけ、アルミカップに入れる。
④蒸気の上がった蒸し器に入れ、強火で10分間蒸す。
⑤皿に④とミニトマトを盛る。

クックパッドの「八女
市のキッチン」で、過
去に紹介した「八女は
おいしい」のメニュー
を紹介してい
ます。ご活
用ください。

菜の花ボール

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食物繊維
食塩相当量

170cal
10.5g
9.5g

12.5g
1.4g
0.5g

1人分あたりの栄養価

　肉ダネとコーンを使った可愛い菜の花に見立てたメ
ニューです。生

しょうが

姜とネギを効かせ、減塩食品も取り入
れるとおいしく減塩できます。今回は日本高血圧学会
で推奨している減塩食品を使用しました。
減塩について詳しく知りたい方はこちら

【材料】4人分
豚ひき肉…200g、卵…1/2個、生姜（みじん切り）…
20g、ねぎ（みじん切り）…20g、酒…大さじ1、片栗粉
…大さじ1、やさしお（ 味 の 素）…小さじ1/4（1.5ｇ）、
減塩だししょうゆ…5ml、こしょう…少々、コーン（ホー
ル）…120ｇ、片栗 粉…大さじ2、ミニトマト…4個、
アルミカップ…12個
※太字は八女産食材

～ ふるさとの恵み ～

八女はおいしい

　今年度は新規教室として、べんがら村のフィット
ネスジムを利用した運動教室を開催します。3か月間
で10回利用可能です。運動習慣を身につけて、健康
的な身体づくりにチャレンジしませんか。
⃝日時＝第1期：6月～ 8月　
※初回教室：5月31日㈬19時30分～（19時～受付）
初回教室は参加必須。（教室の説明や運動実践など
の説明を行いますので必ずご参加ください。）
第2期：9月～ 11月
⃝対象者＝20 ～ 64歳（令和5年度末時点）までの八
女市民で、ＢＭＩ25以上または腹囲（男性85ｃｍ・女
性90ｃｍ）以上に該当する人
⃝定員＝先着25人 ⃝会場＝べんがら村
⃝参加費＝1000円
◦◦申し込み期間＝4月10日㈪～ 5月12日㈮（期間内で
も定員になり次第終了）　
第2期の募集については、決まり次第お知らせします。
◦◦申し込み＝健康推進課保健指導係（☎23・1352）

がまだせ！スリムアップチャレンジ教室
　「大人の賢い運動教室」参加者募集！

ご意見記入欄　　（八女市広報R5.4.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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３
月
号
で
は
慢
性
腎
臓
病

（
C
K
D
）の
定
義
と
症
状
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。
今
回
は
慢
性
腎

臓
病
を
発
見
す
る
た
め
の
検
査
や

重
症
化
予
防
で
知
っ
て
ほ
し
い
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
は
自
覚
症
状
に
乏

し
く
、
症
状
が
現
れ
る
頃
に
は
透

析
治
療
が
必
要
に
な
る
直
前
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
大

切
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
健
康
診

断
に
よ
る
定
期
的
な
検
査
と
、
日

常
的
な
体
調
管
理
で
す
。

　

腎
臓
の
機
能
は
、
特
定
健
診
の

尿
・
血
液
検
査
で
調
べ
ら
れ
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
の
重
症
度
は
腎
臓
が

老
廃
物
を
尿
へ
排
泄
す
る
能
力
を

示
す
G
F
R
（
糸
球
体
ろ
過
量
）

に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
ま
す
。
G
F
R

が
低
い
ほ
ど
腎
臓
の
働
き
が
低
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。
G
F
R
は
測
定
す
る

こ
と
が
難
し
い
た
め
、
血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
値
、
年
齢
、
性
別
か
ら

計
算
で
き
る
ｅ
G
F
R
（
推
算
糸

球
体
ろ
過
量
）
を
代
わ
り
に
用
い

ま
す
。

　

G
F
R
区
分
が
正
常
で
、
た
ん

ぱ
く
尿
な
ど
の
腎
障
害
が
な
い
場

合
は
、
慢
性
腎
臓
病
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
よ
い
生
活
習
慣
を
心
が
け

る
と
と
も
に
、
年
に
１
回
の
健
診

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

G
F
R
区
分
が
正
常
で
も
、
尿

検
査
で
尿
た
ん
ぱ
く
や
、
尿
潜
血

に
陽
性
（
+
）
な
ど
の
異
常
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
専
門
医
や
か
か

り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

慢
性
腎
臓
病
の
進
行
に
は
高
血

圧
や
糖
尿
病
も
影
響
し
ま
す
。
慢

性
腎
臓
病
で
は
血
圧
や
血
糖
値
な

ど
の
値
の
管
理
、
医
師
の
指
示
に

よ
る
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
を
抑

え
る
食
事
療
法
や
、
薬
物
療
法
に

よ
り
腎
機
能
の
低
下
を
抑
制
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
の
発
症
、進
行
を

抑
え
る
た
め
に
は
、日
々
の
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
塩
分
を
控
え
る
＝
酸
味
や
香
辛

料
の
利
用
（
レ
モ
ン
、す
だ
ち
、酢
、

し
そ
な
ど
）、
味
噌
汁
は
具
だ
く
さ

ん
に
し
て
汁
の
量
を
減
ら
す

②
生
活
習
慣
病
を
予
防
、改
善
す
る

③
お
酒
は
控
え
め
に
す
る
＝
１

日
の
適
量
は
ビ
ー
ル
中
瓶
１
本

（
5
0
0
m
l
）
程
度
が
目
安

④
禁
煙
す
る
＝
喫
煙
は
腎
臓
だ
け

で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
リ
ス

ク
を
高
め
る

⑤
不
必
要
に
薬
を
飲
ま
な
い
＝
薬

や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
中
に
は
腎
臓

に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
も
あ
る

の
で
、
常
用
し
て
い
る
も
の
が
あ

れ
ば
、
医
師
に
相
談
す
る

⑥
適
正
体
重
の
た
め
の
運
動
を
す
る

＝
１
日
30
分
程
度
、無
理
の
な
い

ペ
ー
ス
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
、ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
を
行
う
。

⑦
早
寝
・
早
起
き
・
十
分
な
睡
眠
、

休
養
を
と
る
＝
睡
眠
時
間
を
確
保

し
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

　

慢
性
腎
臓
病
は
生
活
習
慣
の

改
善
や
薬
物
療
法
で
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
、
検
査
デ
ー
タ
に
異
常
が
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
保
健
師
や
管
理
栄
養
士

に
よ
る
無
料
の
健
康
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

新たな国民病？慢性腎臓病（CKD)を知ろう
（後編）CKD の検査と重症化予防について

健康だより
健 康 コ ラ ム

慢
性
腎
臓
病
の
検
査
と
重
症
度

重
症
化
予
防
の
コ
ツ
７
箇
条

★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）

GFR 区分 　GFR 値
（ml/ 分 /1.73㎡） 腎臓の働き

G1 90 以上 正常または
高い

G2 60 ～ 89 正常または
軽度低下

G3a 45 ～ 59 軽度～中等
度低下

G3b 30 ～ 44 中等度～
高度低下

G4 15 ～ 29 高度低下

G5 15 未満 末期腎不全
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▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）　　  　23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）　  0942・53・7511
▼夜間小児救急医療受付（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日曜日小児救急医療受付（9:00 ～14:30）
【4月】2㈰ ・16㈰・30㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【4月】9㈰・23㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯8000

【休日当番薬局】
八女筑後薬剤師会
ホームページ

（http://ycpa.info）

在宅医当番表

※変更になっている場合があります。

✚

（保）…保健師
（栄）…栄養士

…左記、申し込み・
　問い合わせ先へ

小学校就学前の成長
発達面に不安がある
人が対象です。
問子育て支援課こども未来係

（☎24・8282）※電話予約

乳幼児心理相談

心理士によるこころの相談

気軽にご相談ください

イベント
カレンダー
マークの見方

心理士相談 【要予約】

◦ … 要予約

市内在住の人が対象です。
4月19日㈬ 13:30～15:30／おりなす八女
問健康推進課 保健指導係（☎23・1352）

健 み きピ 移

健

問…問い合わせ

子

子

04

08

15

22

01

09

16

23

02

07

14

21

金 土 日Friday Saturday Sunday

市の催しについてはホームページで確認、そのほかについてはお問い合
わせください。催しへの来訪の際はマスクの着用や検温にご協力ください。

八女軽トラ市
9:00～12:00／八女観光
物産館ときめき駐車場／
問同実行委員会

（☎22・3131）

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場
み

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場
み

　移動ひろば◦
10:00～13:00／室岡公民館 
移

　移動ひろば◦
10:00 ～13:00 ／東公民館
移

4月2日（日）
八媛病院（本） 22・4176
山口医院（星野村） 52・3131
おおぶち歯科医院（筑後市）  0942・51・1551
4月9日（日）

城戸医院（鵜池） 23・5303
クリニックくろぎ（黒木町） 42・0887
ふじわら歯科医院（筑後市） 0942・52・4067
宮城耳鼻咽喉科クリニック（筑後市）

0942・52・8733 
山下眼科医院（筑後市）0942・53・2225
4月16日（日）

麻生医院（宅間田） 23・5800
岡村医院（立花町） 23・2770
高橋歯科医院（本町） 24・3991
4月23日（日）

山田医院（本町） 23・4853
耳納高原病院（星野村） 52・3135
柴田歯科医院（納楚） 24・3400
大渕耳鼻咽喉科クリニック（本村）23・2811
4月29日（祝）

江上内科（本町） 24・0113
中村内科医院（立花町） 37・1601
大石歯科医院（室岡） 24・1111
まえだ耳鼻咽喉科クリニック（稲富）30・1187
4月30日（日）

藤本産婦人科・小児科（本町） 23・2733
みやざき内科（立花町） 37・0008
こが歯科（筑後市）　　　0942・27・7117

　マタニティさん集まれ♪
◦ 「赤ちゃんの沐浴体験」
／10:00～12:00／託児あり

み

昭和の日29 3028

小・中学校体育
施設利用者の会
問八女市総合体育館問八女市総合体育館
☎24・1230☎24・1230

男ノ子焼きの里まつり【4月15日・16日／ P25参照】

八女軽トラ市
9:00～12:00／八女観光
物産館ときめき駐車場／
問同実行委員会

（☎22・3131）

　子育て相談◦  10:00～11:00
／ふじの里／母子健康手帳、タ
オル持参

子

立花自然と歩こう会 8:00
～／立花体育館集合／道
の駅たちばな方面
／問白鳥さん

（☎37・0038）

八女黒木大藤まつり【4月22日～5月7日／P24参照】
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健康・子育て情報は、
ホームページや LINE で

（＠ yamecity）
（お知らせ受信設定にて選択）
LINE

ホームページ
（こども未来係）

ホームページ
（保健指導係）

Check健康推進課保健指導係
（☎ 23・1352）申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子育て支援課こども未来係
やめっこ未来館

（☎ 24・8282）

詳しくはホームページへ

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問☎24・9090
移動ひろば
問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（稲富 499）問☎24・8814
子育て支援施設 ピコロ

（黒木町桑原207／ふじの里内）
問☎42・3301

八女市 検索

健
み

き

ピ

移

子

26

03

10

17

24

01

04

11

18

25

02 03

05

12

19

26

06

13

20

Monday月 火 水 木Tuesday Wednesday Thursday

貼って活用
新型コロナウイルスの影響で中
止・延期になる場合があります。イベントカレンダー  4月

イ
ベ
ン
ト
は
入
場
料（
参
加
料
）不
要
の
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　健康相談（保・栄）
10:00 ～11:00 ／べんがら村 
健

　健康相談（保）
10:00 ～11:00 ／黒木支所
健

　4か月さん集まれ（11月生）◦
「産後ヨガ」10:00～／みらい広場
み

　移動図書館の日
10:30 ～11:10／みらい広場
み

　わ・わ・WA!◦ 「あそぼうね」
／10:00～／きらきら
き

　つくろうね◦  「こいのぼり製作」 
10:30～11：30／（4/22㈯締切） ／
定員あり／ピコロ

ピ

　はっぴぃバースデー◦ 「あやちゃ
んばぁばのお話」／10:30～11：30
／（4/15㈯締切）／ピコロ

ピ

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　出張ひろばトゥインクル◦
10:00～16:00
移

　移動ひろば◦ 10:00～13:00
／いわいの郷
移

　移動ひろば◦ 10:00～13:00
／矢部公民館
移 　乳幼児健診  3歳児（R2年3

月生）／やめっこ未来館 
子　乳幼児健診  1歳6か月児（R3

年9月生）／やめっこ未来館 
子

　乳幼児健診 4か月児（R4年12
月生）／やめっこ未来館
子

　ベビーズクッキング◦
10:00～12:00／やめっこ未来館
／筆記具、離乳食冊子持参

子

　乳幼児健診  10か月児（R4
年6月生）／やめっこ未来館 
子

移　移動ひろば◦
10:00～13:00／かがやき 

　子育て相談◦  9:30～10:30
／やめっこ未来館／母子健康
手帳、タオル持参

子

27

　乳幼児健診  4か月児（R4年
11月・12月生）、10か月児（R4年5
月・6月生）／ふじの里 

子

八女観光サイト
には、今月のイ
ベント情報を掲
載しています。

■ミヤシノシャクナゲまつり
◦期間＝4月14日㈮～30日㈰
◦会場＝ミヤシノシャクナゲ園

（八女市星野村ミヤシノ地区）
問八女市役所星野支所まちづく
り推進係（☎52・3112）

■ほたると石橋の館
　 桜マルシェ
◦日時＝4月1日㈯・2日㈰
11:00～16:00
◦会場＝ほたると石橋の館
問同館（☎54・2150）

4月の催し
■カラ迫岳山開き
◦日時＝4月16日㈰ 9:00～神事
◦会場＝尾詰登山口集落（八女
市星野村）
問八女市役所星野支所まちづく
り推進係（☎52・3112）
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相談はお気軽にどうぞ

無料法律相談 【予約】
◦ 4 月 6日㈭・20日㈭ ／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦ 4 月14 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 4 月 21日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 4 月 28 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 4 月 21日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※ 2 日前から予約開始
　☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦4月20日㈭ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦4月7日㈮13:00 ～ 16:00
　／おりなす八女研修棟
◦4月12日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦4月14日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1224）
◦4月6日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月11日㈫ 13:30 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月12日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所 2階
◦4月19日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦4月14日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月21日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦4月5日㈬、19日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦4月19日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦4月18日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所 103会議室

◦4月14日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月27日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
定例税務相談会
◦4月10日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦4月17日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八 女
　商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課福祉総務係☎24・8030）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている人はご相談ください。
◦��平日 8:30 ～ 17:00
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦��月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　☎0942・33・6192
こども相談室 (家庭児童相談室） 【予約】
◦��平日 9:00 ～ 17:00　
　本庁内（☎23・1448）
　黒木支所内（☎42・1800）
こころの健康相談 【予約】
心配事は自分一人で悩まず、専門家に
相談してください。精神科の医師や保
健師がこころに関する相談に応じます。
◦��日時＝第1・２・4月曜日 14:30～16:00
◦会場＝南筑後保健福祉環境事務
所分庁舎（八女総合庁舎／予約先☎
0944・72・2176）
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
無料相談【予約】
◦���毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館（法律相談センター／☎0942・
30・0144）

若者（15 ～ 49歳）就職相談支援
《筑後若者サポートステーション》
◦��平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦��毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦���平日8:30 ～ 16:30 ／八女市消費生

活センター（☎23・1183）

教育相談
◦���平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会（☎0120・784・110）
無料弁護士相談【予約】
◦��毎月第1水曜13:00 ～ 15:00 ／第2・

4水曜18:00 ～ 20:00 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
（電話相談または来訪）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
※来訪は要予約
◦��平日 9:00～17:00／☎24・9422
教育相談
◦���無休・24時間受付／南筑後教育事

務所／☎0942・52・4949
養育費相談
◦��平日9:00～17:00、土曜および第1・

第3日曜 9:00～16:00 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

福岡県あすばる相談ホットライン
◦��毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦���月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦��平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

　ひとり親家庭を対象に、
就業支援等を行っています。
◦久留米ひとり親サポート
センター（☎ 0942・32・1140）

電 話 相 談

ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。（市内 2 か所）
①八女市高塚 191（共生の森内）
月～金・第 2 土曜日
9:00 ～ 17:00 開館（☎ 22・8315）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）

162023.4.1  広報八女
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☎ 22・5332
おりなす八女 ホームページ

八女市立図書館（本館）☎22・2504
本館の開館時間＝平日10時～ 20時

　　　　　　　　土日祝10時～18時
対象＝幼児～小学生
★本館＝1日、8日、15日、22日、29日 ※いずれも土曜日14時～
　　　　22日のみ 2回開催　①10時30分～ ②14時～
★黒木分館＝1日㈯10時30分～

★4月のおはなし会

上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

分館の開館時間＝　
9 時～17時30分

図書館だより

対象＝０～２歳くらいの乳幼児
♥本館＝2日 ㈰、15日 ㈯　11 時～　2 階研修室
♥黒木分館＝ 22日 ㈯ 10時30分～　おはなしコーナー

♥4月のあかちゃんおはなし会

♣4月の館内整理日（全館休館）は28日㈮
♣本館休館日＝ 月曜、館内整理日
♣上陽・立花・矢部・星野分館休館日＝月曜、祝・休日、館内整理日
♣黒木分館休館日＝火曜、祝 ･ 休日、館内整理日

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

■期間＝4月22日㈯～5月10日㈬
■開催イベント＝下記のとおり
▼ヨムヨムビンゴ（全館）
◦対象＝中学生以下
◦内容＝お題に沿った本を借りて、
一列そろったらプレゼント進呈
▼布絵本の展示（全館）
　布絵本ボランティアさんが制作
した作品を展示します
▼春のスマイルおはなしかい
◦内容＝「てるこ＆てつお」のパネ
ルシアターとマジック
◦日時＝ 4 月22日㈯ 14 時～

◦場所＝本館２階研修室
▼スマイルあかちゃんおはなしかい
◦日時＝5 月7日㈰ 11時～
◦対象＝０～２歳くらいの乳幼児
◦場所＝本館２階研修室

　図書館で利用しなくなった本や
雑誌を無料でお譲りします。本を入
れる袋、利用者カードを持参くださ
い。混雑時は整理券を配布します。
◦日時＝ 5月6日 ㈯、7日 ㈰ 10時
～17時
◦場所＝八女文化会館１階
◦対象＝市立図書館利用登録者

おすすめ本紹介おすすめ本紹介

高島 明彦／著　地球の歩き方／出版

　認知予備能を強
化してアルツハイ
マー型認知症の発
症を予防する方法
を紹介。映像を思
い出しながらのロケ
地巡り、旅した場所
の魅力を説明、古地
図で散歩、など旅先
や自宅でできるトレーニングを多数紹介。

ひらいてとじた 笑顔がふえたひらいてとじた 笑顔がふえた
　　　～第65回子どもの読書週間～　　　～第65回子どもの読書週間～

ブックリサイクルブックリサイクル

すごい地球の歩き方
脳がどんどん強くなる！

、友の会 8800円

上野芽実 コンサート

一般一般 2,000 円                                             友の会友の会 11,500 円                                             
高校高校生以下 1,000 円                                             

はちひめホール１4:00 開演

（全席自由 )                                               

5/28
チケット発売中

主演：林 遣都

ほか 日本語字幕付き上映

4/16
はちひめホール

チケット発売中

主催：八女で映画をみる会  ☎ 090・5473・9968 （平井（平井)

（全席自由） （当日（当日200 円増)前売前売 11,000円

障がいのある人、中高生障がいのある人、中高生5500円／小学生以下無料小学生以下無料

「親に見捨てられ、犯罪を続けてきた孤独な青年が、 
逃亡先の村で出会った人々との交流を通して再生 
していく姿を描く。名女優、市原悦子さんの遺作。」

●日 2回上映（開場３0分前）
②14：00～①10：00～

出演：市原悦子
藤井美菜、相島一之
監督：東伸児 原作：乃南アサ（直木賞作家）

おりなすシアターおりなすシアター

Memi Ueno
2018年CD「アントレ」をリリース、レコード芸術誌特選盤
に選ばれる。九州ギター音楽協会公認講師。

●日

セカンドCD発売記念

CDはおりなす八女ハーモニーホール
にてレコーディングされました。

ノクターン< 夢> Op.19 
～プログラム～

 ほか

さくらの主題による変奏曲(横尾幸弘)
花は咲く(菅野よう子～佐藤弘和編)

(G.レゴンディ) 
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団体名 活動名称

北山地区
地域振興会議

北山地区の郷土史編さん事業
（北山地区 先人が残してくれた歴史的
文化遺産の整理 )

へばる未来企画
（辺春地域振興会議） へばる未来企画スキルアップ事業

大淵地区
自治運営協議会 写真集「おおぶちの人と暮らし」

三河校区
まちづくり協議会

三河校区防災安全
マニュアル作成事業

大淵地区
自治運営協議会

大淵区の全国過疎地域連盟会長賞の記
念碑建立と大淵地区活性化

椋谷校区
地域づくり振興会

合瀬地区共同生活用河川進入道路整
備事業

黒木地区自治運営協議会 黒木地区地域振興計画変更事業

木屋地区自治運営協議会
つくろう！「かがやく郷  木屋」の未
来設計図（第 2 次木屋地区地域振興
計画策定）

白木地区地域振興会議 白木地区地域振興計画更新

ＮＰＯ法人
辺春地域振興会議 辺春地区地域振興計画更新

上陽地区まちづくり協議会 上陽地区地域振興計画更新事業

矢部地域づくり協議会  矢部地域振興計画の更新

星野地区まちづくり協議会 星野地区地域振興計画更新事業

団体名 活動名称

ローカルダイアログで
まちづくり委員会

「あとおし」

ローカルダイアログを活用したまちづく
りプロジェクト

一般社団法人
八女青年会議所

もくもくわくわく大作戦 in 八女杉
～思いを一つにツリー D パズル～

和扇会 日本のこころを子供達に
「おどりの寺子屋」

福岡県立
八女農業高等学校

八女農高ウェルビーイング事業
「ホリデーハッピースクール」

八女上陽の「ひふみ
よ橋」を守る会

洗玉橋（１連石橋）架設
130 年記念事業

おちゃねこ八女 幸せねこプロジェクト

ミニバラ
八女津媛の会

ミニバラ八女津姫を
広めるプロジェクト

資源を活かして原料
から作ってみる会 八女の土で器を作って楽しもう

八女徐福会 舞台から八女の徐福文化を発信する
―徐福八女長寿茶山踊りと商品開発―

特定非営利活動法人 
山村塾 八女茶山おどりプロジェクト

郡役所
シネマスイッチ

郡役所まつり八女を楽しく知ろう！
第2回 「コマまわしシロウ」 展

　「地域づくり提案事業」は、地域再生・活性化
のための新たな取り組みをまちづくり協議会等の
地域団体から募集し、助成金を交付するものです。
令和 5 年度事業は 13 件を採択しました。
◦問い合わせ＝
企 画 政 策 課 まちづくり推 進 係（ ☎ 24・9452）

　市民との協働によるまちづくり提案事業は、
さまざまなまちづくりのための提案を市民団体か
ら募集し、助成金を交付するものです。令和 5
年度事業は、11 件を採択しました。
◦問い合わせ＝同上

▼採択団体と活動の概要

▼採択団体と活動の概要

採択団体の詳しい事業紹介はこちらから→

採択団体の詳しい事業紹介はこちらから→

◀
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
の
活
動
の
様
子

（
ミ
ニ
バ
ラ
八
女
津
媛
の
会
）

◀
地
域
づ
く
り
提
案
事
業
活
動
の
様
子

（
夢
か
さ
は
ら
自
治
運
営
協
議
会
）

 令和５年度  
地域づくり提案事業13件を採択

 令和５年度  
市民との協働によるまちづくり提
案事業11件を採択
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無
償
化
以
前
の
教
科
書
は
、毎
年
各

家
庭
で
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。多
く
の
家
庭
に
と
っ
て
、経
済
的
負

担
は
軽
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
め

各
地
で
無
償
化
を
望
む
声
が
上
が
っ
て

い
た
も
の
の
、長
い
間
実
現
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

3
月
に
な
る
と
、
保
護
者
た
ち
は
兄

姉
の
お
さ
が
り
や
、
知
り
合
い
に
譲
っ

て
も
ら
っ
た
古
い
教
科
書
を
用
意
し
、

ボ
ロ
ボ
ロ
で
使
え
な
い
も
の
や
足
り
な

い
も
の
だ
け
を
買
い
揃
え
た
り
し
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、
家
庭
の
事
情
で
教

科
書
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
学

校
で
つ
ら
い
思
い
を
す
る
子
ど
も
や
、

学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

も
い
ま
し
た
。　

　　　

1
9
6
1
（
昭
和
36
）
年
、
高
知
県

の
被
差
別
部
落
で
、
義
務
教
育
の
教

科
書
を
無
償
化
す
る
た
め
の
運
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
日
雇
い
賃
金
が
３
０
０

円
程
度
の
当
時
、
教
科
書
代
は
小
学

校
で
約
7
0
0
円
、
中
学
校
で
約

1
2
0
0
円
と
高
額
で
、
安
定
し
た
収

入
の
仕
事
に
就
け
な
い
保
護
者
た
ち
に

と
っ
て
は
大
き
な
負
担
で
し
た
。

　

そ
の
地
区
で
は
、
部
落
差
別
を
な
く

す
た
め
の
学
習
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
保
護
者
た
ち
は
「
義
務
教
育

は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」
と
し
た
憲

法
第
26
条
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
「
教
科
書
を
タ
ダ
に
す
る
会
」

が
発
足
し
、
全
て
の
子
ど
も
に
平
等
な

学
び
の
権
利
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
運

動
は
全
国
に
広
が
り
、
国
会
で
も
大
き

な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
1
9
6
3
（
昭
和
38
）
年

に
「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用

図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
、
翌
年
か
ら
段
階
的

に
国
に
よ
る
無
償
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

1
9
6
9
（
昭
和
44
）
年
に
は
、
全

て
の
小
・
中
学
校
で
の
無
償
化
が
実
現

し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
毎
年
新
し
く
配

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
教
科
書
に
は
、

子
ど
も
の
幸
せ
を
願
っ
た
保
護
者
た
ち

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　　

こ
の
「
教
科
書
無
償
化
運
動
」
は
、

豊
か
な
教
育
の
保
障
を
め
ざ
し
て
き
た

日
本
の
歩
み
の
中
で
も
大
き
な
意
味
を

持
つ
も
の
で
す
。
社
会
の
仕
組
み
に
お

い
て
、
憲
法
が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

の
問
題
に
気
付
い
た
人
々
の
努
力
が
国

を
動
か
し
、
結
果
的
に
誰
も
が
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
教

育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
改

め
て
私
た
ち
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
と
と

も
に
、
個
人
が
持
つ
人
権
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
共
に
支
え
合
い
行
動
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

無
償
の
教
科
書
に
込
め
ら
れ
た
思
い

平
等
で
は
な
か
っ
た
義
務
教
育

権
利
へ
の
目
覚
め
と
闘
い

　

新
学
期
が
始
ま
り
、
八
女
市
の
小
・
中
学
校
お
よ
び
義
務
教
育
学
校
で
も
、
児
童
生
徒
た
ち
全
員
に
新
し
い
教
科
書
が
配
ら
れ
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
無
償
で
配
ら
れ
て
い
る
義
務
教
育
の
教
科
書
で
す
が
、
約
60
年
ほ
ど
前
ま
で
は
お
金
を
出
し
て
購
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

なぜ 人権
－ かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）
なぜ

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ

◀
小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育
学
校
入

学
時
に
教
科
書
を
入
れ
て
配
ら
れ
る
袋

▲市内の小・中学校および義務教育学校で
使用されている教科書
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市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
公
共
下
水
道
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和

5
年
4
月
か
ら
供
用
開
始
区
域

を
拡
大
し
ま
す
。
詳
細
は
、
3

月
31
日
㈮
か
ら
4
月
14
日
㈮
ま

で
上
下
水
道
局
で
縦
覧
で
き
ま
す

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）。

　

市
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
（
排
水
設
備
工
事
）
の
確
認
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
下
水

道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
金
の
額
は
改
造
工
事
に
要

し
た
費
用
の
50
％
以
内
で
、
供
用

開
始
か
ら
市
の
工
事
完
了
検
査
の

日
ま
で
の
期
間
に
よ
り
次
の
と
お

り
定
め
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
の
日
か
ら

◦
１
年
目
ま
で
＝
限
度
額
10
万
円

◦
２
年
目
ま
で
＝
限
度
額
８
万
円

◦
３
年
目
ま
で
＝
限
度
額
５
万
円

　

そ
の
後
の
工
事
へ
の
助
成
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。
期
限
が
迫
る
と

指
定
工
事
店
へ
の
発
注
が
集
中
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め

に
工
事
計
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
築
や
公
共
団
体
な
ど
の
改
造

工
事
は
助
成
の
対
象
外
。

【
１
か
月
の
使
用
料
（
税
抜
き
）】

◦
基
本
使
用
料
１
３
３
４
円
（
汚

水
量
７
㎥
ま
で
）

◦
超
過
料
金
（
１
㎥
に
つ
き

１
７
２
円
）

【
使
用
料
の
計
算
方
法
】

　

使
用
料
は
２
か
月
ご
と
に
排
出

さ
れ
る
汚
水
量
を
も
と
に
基
本
使

用
料
（
２
か
月
分
）
と
超
過
料
金

の
合
計
額
に
消
費
税
相
当
額
を

加
算
し
て
計
算
し
ま
す
（
10
円
未

満
切
り
捨
て
）。

【
汚
水
量
の
算
定
方
法
】

◦
上
水
道
の
み
を
使
用
す
る
場
合

＝
上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量

◦
井
戸
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合

＝
世
帯
人
員
に
よ
る
認
定
汚
水
量

◦
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
す
る

場
合
＝
上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量

と
認
定
汚
水
量
の
ど
ち
ら
か
多
い

方【世
帯
人
員
に
よ
る
１
か
月
当
た

り
の
認
定
汚
水
量
】

◉
問
い
合
わ
せ
（
上
下
水
道
局
）

◦
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
・
助

成
金
制
度
に
関
す
る
こ
と
＝
下
水

道
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

◦
排
水
設
備
・
下
水
道
工
事
に
関

す
る
こ
と
＝
下
水
道
工
務
係
（
☎

２
３
・
１
６
７
０
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

供
用
開
始
区
域
を
確

認
で
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
の
受
付

助
成
金
制
度

下
水
道
接
続
後
の
使
用
料

※
市
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場

合
、
助
成
金
制
度
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

１人の場合 ７㎥ ※５人以上の
場合、１人増
えるごとに３
㎥を加算

２人の場合 14㎥
３人の場合 20㎥
４人の場合 24㎥
※認定汚水量は一般家庭用です。
事業所等の場合は人員その他の
態様を勘案して定めます。

下
水
道
使
用
料
に
か
か
る
世
帯
人
員
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

公
共
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で
家
事
の
み
に
地
下
水
（
井
戸

水
）
を
使
用
し
て
い
る
場
合
（
上
水
道
と
地
下
水
を
併
用
さ
れ
て
い
る

場
合
も
含
む
）
は
、
世
帯
人
員
数
（
お
住
い
の
人
数
）
に
よ
り
下
水
道

使
用
料
の
算
定
が
異
な
り
ま
す
。
世
帯
人
員
は
毎
月
１
日
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
に
よ
り
ま
す
が
、
進
学
や
長
期
入
院
、
施
設
入
所
な
ど
の
理

由
で
住
民
票
を
異
動
し
な
い
世
帯
人
員
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
別
途
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
総
務
係
（
☎

２
３・１
１
４
８
）

浄
化
槽
は
生
き
物
で
す

浄
化
槽
に
有
害
な
も
の
を
流
さ
ず
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
、
私
た
ち
が
排
出
す
る
し
尿
や
台
所
等
の
排
水
を
き
れ
い
な

水
に
し
て
自
然
に
返
す
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
微
生

物
の
働
き
で
水
が
き
れ
い
に
な
る「
浄
化
」と
い
う
作
用
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

浄
化
槽
に
油
や
農
薬
、
た
ば
こ
等
の
有
害
な
物
質
が
入
る
と
微
生
物
が

働
く
こ
と
が
で
き
ず
、
浄
化
槽
本
来
の
性
能
を
発
揮
で
き
な
く
な
り
、
放

流
さ
れ
る
水
の
水
質
が
悪
化
し
て
生
活
環
境
が
悪
く
な
る
原
因
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
有
害
物
質
を
含
ん
だ
浄
化
槽
の
汚
泥
が
、
し
尿
処
理
施

設
八
女
っ
く
り
ん
へ
搬
入
さ
れ
る
と
、
八
女
っ
く
り
ん
の
微
生
物
の
働
き

も
落
ち
て
処
理
能
力
が
低
下
し
ま
す
。
最
悪
の
場
合
は
、
浄
化
槽
の
汚
泥

搬
入
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
大
変
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⃝

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

①
浄
化
槽
に
は
油
や
農
薬
、
た
ば
こ
等
の
微
生
物
へ
害
を
及
ぼ
す
も
の
は

流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
浄
化
槽
は
適
正
な
管
理
を
行
い
正
し
く
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
協
力
が
、
清
流
矢
部
川
や
星
野
川
等
の

き
れ
い
な
水
環
境
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
総
務
係
（
☎
２
３・１
１
４
８
）

八
女
中
部
衛
生
施
設
事
務
組
合
（
☎
２
４・５
４
１
９
）
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令
和
5
年
度
か
ら
令
和
7
年

度
の
間
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽

お
よ
び
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
浄

化
槽
へ
の
転
換
（
以
下
「
転
換
」

と
い
う
）
を
よ
り
一
層
推
進
す
る

た
め
、
左
表
の
と
お
り
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
転

換
す
る
際
に
、
単
独
処
理
浄
化

槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
槽
を
撤

去
す
る
場
合
に
は
、
撤
去
に
か

か
る
処
分
費
用
と
配
管
設
置
費

用
を
上
乗
せ
し
て
補
助
し
ま
す
。

※
単
独
処
理
浄
化
槽
と
は
、
し

尿
の
み
を
処
理
す
る
浄
化
槽
の

こ
と
で
す
。

◦
令
和
5
年
度
の
補
助
金
交
付

申
請
書
の
受
付
＝
４
月
１
日
～

12
月
28
日 

※
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

◦
補
助
対
象
＝

▽
下
水
道
事
業
計
画
処
理
区
域

（
認
可
区
域
含
む
）
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
処
理
区
域
以
外
の
地

域
で
あ
る
こ
と
。

▽
設
置
者
が
居
住
す
る
専
用
住

宅
ま
た
は
併
用
住
宅
に
設
置
さ

れ
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と
。

▽
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
居

住
部
分
で
あ
る
こ
と
。

▽
設
置
者
お
よ
び
同
居
親
族
に

市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
事
業
所
、
共
同
住
宅
、
借
家
、

建
売
住
宅
等
は
補
助
対
象
外
で

す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局 

下
水
道
総
務
係
（
☎
２
３
・
１

１
４
８
）

浄
化
槽
設
置
費
用
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
補
助
金
を
拡
充
し
て
い
ま
す

人槽
補助金限度額

新　設 転換（撤去し
ない場合）

転換（撤去す
る場合）

５人槽 498,000 円 698,000 円 928,000 円

７人槽 621,000 円 821,000 円 1,051,000 円

10 人槽 822,000 円 1,022,000 円 1,252,000 円

人槽算定基準
５人槽 建物の延べ床面積が 130㎡以下

７人槽 建物の延べ床面積が 130㎡を超える

10 人槽 台所かつ浴室が２か所以上

※転換（撤去する場合）の限度額は、撤去に係る処
分費用と配管設置費用を含めた限度額です。
※転換とは、既存住宅の一部または全部を残し、単
独処理浄化槽または汲み取り便槽から浄化槽に換え
ることです。
※撤去しない場合とは、既存の単独処理浄化槽また
は汲み取り便槽を撤去せずに、槽内を清掃、消毒後
に土砂等で埋め戻すことです。
※撤去する場合とは、既存の単独処理浄化槽または
汲み取り便槽を撤去し、適正に処分することです。

※既存住宅の場合、「実居住人員が 2 人以下で、将
来的に人員の増加が見込まれない場合」については
5 人槽の設置が認められることがあります。

　

市
で
は
、誰
で
も
気
軽
に
生

ご
み
を
減
量
、
資
源
化
で
き
、

S
D
G
s
の
達
成
に
貢
献
で
き
る

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ン

ポ
ス
タ
ー
の
利
用
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
利
用
し

て
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
で
き
た

堆
肥
で
野
菜
を
育
て
、
そ
の
野
菜

を
調
理
す
る
際
に
出
た
生
ご
み
は

再
び
堆
肥
化
を
行
う
と
い
っ
た
循

環
を
行
う
こ
と
で
、
普
段
は
捨
て

て
し
ま
う
生
ご
み
を
、
資
源
と
し

て
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

利
用
者
の
人
か
ら
は
「
こ
の
堆

肥
の
み
と
化
学
肥
料
を
使
っ
た
も

の
を
比
較
し
な
が
ら
野
菜
を
育

て
て
お
り
、
堆
肥
だ
け
で
も
よ
く

育
っ
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
ま
す
。

　

市
で
は
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

生
ご
み
処
理
器
の
購
入
に
対
し
、

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
グ
ル
ー
プ

で
共
同
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
無

料
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
、
S
D
G

ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
生
活

に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課（
☎

２
３・１
４
６
２
）

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
で
「
S
D
G
ｓ
」
に
貢
献
し
よ
う
！

　
一
部
の
け
し
に
つ
い
て
は
麻
薬
の

原
料
と
な
る
た
め
、
法
律
で
栽
培

や
所
持
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
美
し
い
た
め
、
違
法
と
知
ら

ず
に
禁
止
さ
れ
た
種
類
の
花
が
住

宅
の
庭
先
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　

植
え
て
は
い
け
な
い「
け
し
」の

特
長
＝
①
草
丈
が
大
き
く
１
ｍ
以

上
に
な
る
。②
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑

色
を
し
て
お
り
、毛
が
な
い
。③
茎

を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て

い
る
。④
葉
が
大
き
く
長
楕
円
形

で
、ま
わ
り
の
切
れ
込
み
が
浅
い
。

　

見
か
け
た
人
は
、
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
総
務
企
画
課
企

画
指
導
係
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 

不
正
大
麻 

・ 

け
し
撲
滅
運
動
の
実
施
に
つ
い
て
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地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業

　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
は
、
子
育

て
中
の
親
子
が
い
つ
で
も
気
軽
に
遊
び
に
行

け
る
場
所
で
す
。子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
、

講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
地
に
子

育
て
支
援
施
設
が
あ
り
ま
す
。

■
み
ら
い
広
場
（
や
め
っ
こ
未
来
館
内
）

◦
住
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

稲
富
４
９
９
番
地 「
や
め
っ
こ
未

来
館
」内（
☎
２
４・
８
８
１
４
o

２
４・８
８
１
５
）

■
子
育
て
支
援
施
設 

き
ら
き
ら

◦
住
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
町
北

山
２
７
４
７
番
地
５
／
北
山
保
育

所
隣
（
☎
＆
n 

２
４・９
０
９
０
）

■
子
育
て
支
援
施
設  

ピ
コ
ロ

◦
住
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
町
桑
原

２
０
７
番
地
／
黒
木
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
の
里
」
内
（
☎

４
２・３
３
０
１
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、

子
ど
も
の
預
か
り
な
ど
「
子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
人
（
お
ね
が
い
会
員
）」
と
「
子
育

て
の
手
伝
い
を
し
た
い
人
（
ま
か
せ
て
会
員
）」

が
会
員
と
し
て
登
録
し
、
地
域
の
中
で
子
育

て
の
手
助
け
を
行
い
合
う
組
織
で
す
。「
子
ど

も
の
笑
顔
は
地
域
で
育
む
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
子
育
て
を
地
域
で
相
互
援
助
す
る
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
や
め
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３・１
５
４
６
）

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー

ト
・セ
ン
タ
ー
事
業

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
う
た
め
、
保
健
師
、
助

産
師
等
の
専
門
職
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
妊
娠
届
出
（
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
）
を
は
じ
め
、
情
報
提
供
や
相
談
な

ど
、
子
育
て
応
援
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
訪
問
・
電
話
相
談
も
行
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
４・
８
２
８
２
ま
た
は
☎

０
９
０・４
７
７
６・３
１
５
５
）

※
み
ら
い
広
場
・
き
ら
き
ら
・
ピ
コ
ロ
の
催

し
等
は
、
広
報
紙
面
内
の
「
各
月
イ
ベ
ン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こども未来係のＬＩＮＥ公式アカウ
ントです。
イベント情報などを
発信します！

　

八
女
市
で
は
地
域
に
お
け
る
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
を
目

指
し
、
子
育
て
支
援
総
合
施
設
「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
八
女
市
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

八女市子育て応援ブック

「ぽこぁぽこ」
を配付しています

　子育てに役立つ情報満載の
冊子を乳児家庭全戸（こんに
ちは赤ちゃん）訪問事業の際
に配付しています。
電子ブック版もありま
す。ご活用ください。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
赤
ち
ゃ
ん
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
地
域
で
子
育

て
を
応
援
し
ま
す
。
お
お
む
ね
生
後
４
か
月

ま
で
の
乳
児
が
い
る
家
庭
を
訪
問
従
事
者

（
民
生
委
員
児
童
委
員
／
主
任
児
童
委
員
な

ど
）
が
訪
問
し
ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
事
、
聞
き
た
い
事
な
ど
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
や
め
っ
こ
未
来
館（
☎

２
４・８
８
１
４
）

乳
児
家
庭
全
戸（
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
）訪
問
事
業
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子
ど
も
が
１
人
で
も
安
心
し
て
食
事
（
昼

食
）が
で
き
る「
こ
ど
も
食
堂
」が
あ
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。（
※
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
お
休
み
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

■
「
土
曜
ク
ラ
ブ
」 

▽
開
催
日
＝
毎
週
土
曜

日 

▽
場
所
＝「
お
り
な
す
八
女
」（
福
島
）

■
「
た
ち
ば
な
」 

▽
開
催
日
＝
毎
月
最
終
土

曜
日 

▽
場
所
＝「
働
く
女
性
の
家
」（
立
花
）

■
「
い
こ
い
カ
フ
ェ
」 

▽
開
催
日
＝
毎
月
第

４
土
曜
日 

▽
場
所
＝「
ふ
じ
の
里
」（
黒
木
）

■
「
星
の
光
」 

▽
開
催
日
＝
毎
月
第
２・４

土
曜
日 

▽
場
所
＝「
ふ
れ
あ
い
」（
星
野
）

■
「
え
が
お
」 

▽
開
催
日
＝
毎
月
第
２
土
曜

日 

▽
場
所
＝「
平
田
公
民
館
、
下
津
江
公
民

館
、
北
馬
場
公
民
館
」（
上
妻
）

　

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童
は
、
市
内

の
保
育
所
や
幼
稚
園
ま
た
は
認
定
こ
ど
も

園
（
合
計
25
施
設
）
か
ら
家
庭
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
市
で
は
０
～
２
歳
児
に
か
か
る
保
育

料
に
つ
い
て
国
の
基
準
よ
り
減
額
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
食
の
衛
生
確
保
と
育
児
支
援

の
た
め
に
市
内
の
保
育
所
な
ど
で
は
、
３
歳

以
上
児
の
主
食
（
ご
飯
）
代
の
負
担
や
ご

飯
の
持
参
は
不
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保

育
係
（
☎
２
３・１
３
５
１
）

教
育
・
保
育
事
業

　

市
内
全
小
学
校
区
内
に
学
童
保
育
所
が

あ
り
ま
す
。
放
課
後
な
ど
に
安
全
に
安
心

し
て
活
動
で
き
る
場
を
提
供
し
、
子
育
て
世

帯
を
支
援
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保

育
係
（
☎
２
３・１
３
５
１
）

学
童
保
育

　

仕
事
な
ど
の
た
め
、
病
気
の
お
子
さ
ん
を

看
病
で
き
な
い
場
合
に
利
用
で
き
る
保
育

事
業
で
す
。
八
女
市
と
広
川
町
の
３
事
業

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

急
な
利
用
時
で
も
、
事
業
所
が
速
や
か

に
お
子
さ
ん
の
状
態
を
把
握
で
き
る
よ
う
、

事
前
登
録
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保

育
係
（
☎
２
３・１
３
５
１
）

八
女
地
区
病
児
・

病
後
児
保
育
事
業

　

保
育
所
等
を
利
用
し
て
い
な
い
家
庭
で
、

保
護
者
の
病
気
・
入
院
や
突
発
的
な
事
情
、

非
定
期
的
な
パ
ー
ト
就
労
な
ど
で
、
一
時
的

に
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
や
め
っ
こ
未
来
館
（
☎

２
４・８
８
１
４
）

一
時
預
か
り
事
業

国
民
健
康
保
険
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
を
変
更

　

４
月
１
日
の
出
産
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
が
50
万
円
（
産

科
医
療
補
償
制
度
の
掛
金
１
万
２
千
円
を
含

む
）
に
変
更
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、
対
面
で
の
相
談
支
援
（
妊
娠

届
出
時
、
妊
娠
8
か
月
頃
、
出
産
時
に
保
健

師
等
が
個
別
面
談
）
と
経
済
的
支
援
を
一
体

的
に
実
施
し
ま
す
。

【
妊
娠
期
】
＝
妊
娠
届
出
時
に
保
健
師
等
の

面
談
（
対
面
）
後
、「
出
産
応
援
給
付
金
」

と
し
て
妊
婦
へ
5
万
円
支
給

【
出
産
後
】
＝
出
生
届
出
後
か
ら
生
後
4
か

月
ま
で
の
間
に
対
面
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
面

談
後
、「
子
育
て
応
援
給
付
金
」
と
し
て
新

生
児
1
人
当
た
り
5
万
円
支
給

※
令
和
4
年
4
月
1
日
以
降
に
出
産
し
た

人
、
令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で
に
妊
娠
届
出

を
し
て
い
る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
4
月

下
旬
か
ら
申
請
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
2
4・8
2
8
2
）

　

小
中
学
校
等
に
入
学
ま
た
は
義
務
教
育
学

校
の
７
年
生
と
し
て
進
級
す
る
際
に
、
家
庭

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
お

子
さ
ん
の
健
全
な
育
成
を
支
援
す
る
た
め
祝

金
を
支
給
し
ま
す
。

◦
支
給
額
＝
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
１
年

入
学
祝
金

こ
ど
も
食
堂

　

こ
ど
も
相
談
室
あ
お
い

と
り
（
家
庭
児
童
相
談
室
）

で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が

心
身
と
も
に
健
や
か
に
育

つ
よ
う
子
ど
も
と
家
庭
の

問
題
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

子
様
の
育
児
、
思
春
期
の
関
わ
り
、
発
達
の

相
談
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
お
受
け
し
た
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
を
守
り
ま
す
。
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
（
要
予
約
）

◦
相
談
日
＝
月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

◦
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝【
八
女
】市
役
所
２
階（
☎

２
３・１
４
４
８
） 【
黒
木
】黒
木
支
所
内（
☎

４
２・１
８
０
０
）

こ
ど
も
相
談
室

あ
お
い
と
り

生
に
入
学
す
る
児
童
一
人
に
つ
き
３
万
円
、

中
学
校
・
中
等
教
育
学
校
入
学
生
徒
一
人
に

つ
き
５
万
円
、
義
務
教
育
学
校
に
７
年
生
と

し
て
進
級
す
る
生
徒
５
万
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
総
務
係
（
☎

２
４・９
４
５
１
）　

や
め
っ
こ
未
来
応
援

金
事
業（
出
産
・
子
育

て
応
援
給
付
金
）
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４
年
ぶ
り
に
「
八
女
黒
木
大
藤

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

樹
齢
６
２
０
余
年
の
黒
木
の
大

藤
。
開
花
時
は
、
素
盞
嗚
神
社
境

内
が
鮮
や
か
な
紫
色
に
染
ま
り
、

藤
の
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

ま
つ
り
期
間
中
は
物
産
展
や
イ

ベ
ン
ト
等
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
大
藤
の
絶
景
と
催
し
で
に
ぎ

わ
う
黒
木
町
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
典

◦
期
日
＝
４
月
14
日
㈮

※
関
係
者
の
み
で
の
開
催

▼
大
藤
ま
つ
り
物
産
展

◦
日
時
＝
４
月
22
日
㈯
～
５
月
７

日
㈰
９
時
～
17
時

◦
内
容
＝
黒
木
の
特
産
品
や
季
節

野
菜
の
ほ
か
、
芋
ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ

ご
汁
な
ど
の
郷
土
料
理
の
販
売
も

あ
り
ま
す
。

▼
黒
木
名
所
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

◦
日
時
＝
４
月
30
日
㈰
10
時
～

15
時

◦
内
容
＝
黒
木
の
大
藤
を
起
点
に

周
辺
を
散
策
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◦
参
加
料
＝
５
０
０
円

◦
受
付
＝
物
産
展
会
場

◦
募
集
人
数
＝
１
５
０
人（
先
着
順
）

▼
無
料
湯
茶
接
待

◦
期
間
＝
４
月
22
日
㈯
～
30
日
㈰

（
荒
天
中
止
）

◦
場
所
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内
東
側

▼
大
藤
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

◦
期
間
＝
４
月
中
旬
～
５
月
初
旬

18
時
30
分
～
22
時

◦
場
所
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内

▼
蔵
開
き（
会
場
／
後
藤
酒
造
場
）

◦
期
間
＝
４
月
14
日
㈮
～
５
月
７

日
㈰

▼
蔵
開
き（
会
場
／
旭
松
酒
造
）

◦
期
間
＝
４
月
22
日
㈯
～
５
月
７

日
㈰

▼
真
昼
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
「
酒
蔵

竹
灯
籠
」

◦
期
間
＝
４
月
22
日
㈯
～
５
月
７

日
㈰

◦
会
場
＝
旭
松
酒
造

▼
「
絵
と
う
つ
わ
」
と
う
り
ゃ
ん
せ

◦
期
間
＝
４
月
22
日
㈯
～
５
月
７

日
㈰
（
不
定
休
あ
り
）

◦
会
場
＝
と
う
り
ゃ
ん
せ

▼
第
60
回
献
茶
祭

◦
期
日
＝
５
月
２
日
㈫

◦
会
場
＝
霊
巌
寺

▼
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
（
要
予
約
）

◦
期
間
＝
通
年
実
施
（
３
日
前
ま

で
に
要
予
約
）

◦
会
場
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
八
女

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
（
☎
４
２・１
１
１
２
）

期
間
／
４
月
22
日
㈯
～
５
月
７
日
㈰

会
場
／
素す

さ

の

お

盞
嗚
神
社
周
辺
（
八
女
市
黒
木
町
黒
木
５
ー
２
）

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り

開
催
イ
ベ
ン
ト

関
連
イ
ベ
ン
ト

▲祭りの詳細
はこちらから
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八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」
■春の古代体験まつり
　本格的な「八女矢」での弓矢体験など、楽
しい体験を準備してお待ちしています。
◦日 時 ＝ 4月29日 ㈷・30日 ㈰ 10:00～12:00・
13:30～15:30
◦体験メニュー（事前申込不要）＝勾玉づくり（200
円）・銅鏡づくり（800円）・弓矢体験（100円／雨天
中止）など。詳細はホームページなどで確認してく
ださい。

◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわい
の郷」（☎ 24・3200／N24・3210）月曜休館 
◦対象者の記載がない事業はどなたでも参加できます。た
だし、小学 3 年生以下の参加は保護者の同伴が必要です。

新緑の山の中でお茶摘み体験 参加者
募集

　新緑の山の中で、さわやか
な新茶の香りを胸いっぱい吸い
込みながら、お茶摘み体験を
してみませんか。おいしいお茶
の淹

い

れ方講座や、自宅でもでき
る手揉み茶体験も行います。
◦日時＝ 5月14日㈰ 10:00 ～15:00（小雨決行）
◦集合場所＝げんき館おおぶち
◦募集人数＝ 20人（要予約）
◦参加費＝大人 2,000円、中学生以下1,500円（昼
食代、保険料込み）
◦持ち物＝動きやすい服装と靴、帽子、タオル、
水筒、雨具
◦申込方法＝電話かメールで、参加者名、連絡
先をお伝えください。
◦申込・問い合わせ＝（☎ 24・8217、
Q genkikanoobuchi@gmail.com）

　八女茶でまちづくり条例は、八女市が八女
茶発祥の地であることに誇りを持ち、市・茶業
者・市民や八女茶を応援したい皆さんと、みん
なで八女茶を盛り上げようという条例です。
　八女茶は今年で発祥 600 年という大きな節
目を迎えます。この条例制定をきっかけに、八
女茶の知名度と関心をさらに高め、八女茶と茶
の文化の醸成を図っていきます。

「八女茶でまちづくり条例」を
令和５年４月１日から施行

　「れんげ祭り」を「男ノ子焼
の里まつり」と名称を改めて開
催します。登り窯で焼いた陶
器の展示販売や、湯がきタケ
ノコ等の地元農産物も販売し
ます。好評のタケノコ堀り体験も行います。里山
ののどかな時間を過ごしませんか。
◦開催日時＝ 4月15日㈯・16日㈰ 10:00～16:00
◦場所＝男ノ子焼の里（八女市立花町北山1965）
◦問い合わせ＝男ノ子焼の里（☎ 080・8576・1542）

男ノ子焼の里まつり

　「ミニバラ八女津姫」の花壇づく
りに興味のある人は気軽に参加く
ださい。特に矢部村に住んでいる
人の参加をお待ちしています。作
業しやすい服装で参加ください。
◦日時＝ 4月15日㈯ 13:30 分～（雨天時は翌日に
延期）
◦場所＝八女津媛神社（矢部村北矢部 4014 番地）
◦申込・問い合わせ＝ミニバラ八女津媛の会（牛嶋
さん☎ 080・1714・6259／Q yametsuhimebara
@gmail.com）

市民との協働によるまちづくり提案事業
「ミニバラ八女津媛」花壇作りボランティア募集

　桜咲くぽかぽか陽気の 4 月。2 週間で
7 万歩あるいて、健康と豪華賞品をゲット
しよう。このイベントは、スマートフォン
アプリを通じて歩いた距離を競い合う、オンライ
ンイベントです。
　一定の条件を満たした参加者の中から抽選で、
総額 30 万円分の賞品をプレゼントします。さらに
まちのコインとのコラボ企画も実施。限定オリジ
ナルポロシャツをゲットするチャンスです。
◦開催期間＝ 4 月17日㈪～ 30日㈰
◦参加費＝無料
◦抽選対象＝八女市民または八女市に通勤・通学
している人
◦抽選条件＝期間中、７万歩以上歩いた人（アプリ：
スポーツタウンウォーカーを利用して計測します）
◦注意事項＝アプリ内カレンダーマークから、「エ
ントリー」を忘れずに。
◦問い合わせ先＝スポーツ振興課（☎ 24・1230）

「スプリングウオーク」参加者募集
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◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
歌
ご
え
レ
ク

サ
サ
イ
ズ
八
女
の
会 

馬
場
さ
ん

（
☎
０
９
０・７
５
３
６・１
８
６
４
）

／ 

牟
田
口
さ
ん
（
☎
０
８
０・１
７

１
８・４
１
７
６
）

　

２
０
２
２
年
の
地
球

さ
ん
ご
賞
入
賞
作
品
の

展
示
を
行
い
ま
す
。
小
中
学
生

が
生
命
の
源
で
あ
る「
水
」や

「
地
球
の
自
然
」を
テ
ー
マ
に
、

「
生
命
」や「
環
境
」の
大
切
さ
を

学
び
、そ
の
思
い
を
創
作
文
に

し
た
も
の
で
す
。（
入
場
無
料
） 

◦
期
間
＝
4
月
29
日
㈷
～
7
月
23

日
㈰（
9
時
～
17
時
。
月
曜
休
館
） 

◦
会
場
＝
八
女
民
俗
資
料
館

（
八
女
伝
統
工
芸
館
併
設
） 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎

２
２・３
１
３
１
） 

　

八
女
福
島
に
ア
ト
リ

エ
を
構
え
る
切
り
絵
作

家
、
く
ろ
く
も
舎
松
原
真
紀
さ

ん
の
個
展
で
す
。
八
女
手
す
き

和
紙
を
使
用
し
た
個
性
豊
か
な

作
品
、
大
小
合
わ
せ
て
60
点
程

を
展
示
し
ま
す
。（
入
場
無
料
） 

◦
期
間
＝
4
月
22
日
㈯
～
5
月
14

日
㈰
（
９
時
～
17
時
、月
曜
休
館
） 

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館  

　

初
心
者
・
手
話
経
験
が
少
な
い

人
を
対
象
に
、２
年
に
１
回
開
催

し
て
い
る
入
門
講
座
で
す
。こ
の
機

会
に
手
話
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
期
間
＝
5
月
10
日
～
11
月
1
日 

（
毎
週
水
曜
全
25
回
）

◦
時
間
＝
19
時
30
分
～
21
時
30
分

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
が

必
要
な
場
合
は
３
３
０
０
円
）

◦
定
員
＝
25
人（
先
着
順
）

◦
対
象
＝
中
学
生
以
上
の
市
民
ま

た
は
市
内
に
通
勤
通
学
し
て
い
る

人
。
講
座
終
了
後
に
手
話
の
会
な

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２
・

３
１
３
１
）

　

季
節
折
々
に
咲
く
花

が
、
私
た
ち
の
心
を
癒

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
花
を
友

と
し
て
愛
し
さ
を
込
め
て
作
製

し
ま
し
た
。
花
の
持
つ
優
し
さ

や
美
し
さ
、
そ
れ
に
力
強
さ
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

◦
期
間
＝
4
月
8
日
㈯
～
5
月
7

日
㈰ （
９
時
～
17
時
、
月
曜
休
館
） 

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２
・

３
１
３
１
）

　

今
年
度
第
１
回
定
期

募
集
の
受
付
を
4
月
10

日
㈪
か
ら
28
日
㈮
ま
で
実
施
し

ま
す
。
募
集
案
内（
申
込
書
）は

4
月
10
日
㈪
か
ら
市
役
所
本
庁
・

各
支
所
で
配
布
し
ま
す
。
応
募

者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場

合
は
抽
選（
公
開
抽
選
会
）と
な

り
ま
す
。
入
居
申
込
資
格
等
は
、

募
集
案
内
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
定
住
対
策
課（
☎

２
３・２
５
７
７
）／
各
支
所
ま
ち

づ
く
り
推
進
係

時
30
分
～ 

開
会
10
時
～

◦
対
象
者
＝
幼
稚
園
・
保
育
所

に
通
う
年
中
・
年
長
さ
ん
親
子

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
内
容
＝
楽
し
く
遊
ん
で
体
を

動
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が
運
動

を
好
き
に
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
い
ま
す
。

◦
申
し
込
み
＝
八
女
市
総
合
体

育
館
（
☎
２
４・
１
２
３
０
）、

各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
教
室
の
卒
業

演
奏
、
楽
員
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

会
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
4
月
22
日
㈯
18
時
30
分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
曲
目
＝
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
、さ
く

ら
幻
想
曲
、旅
立
ち
の
日
に
、ほ
か

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

(

☎
２
２・４
０
３
３)

　

リ
ズ
ム
体
操
・
日
舞
・
オ
カ

リ
ナ
・
マ
ジ
ッ
ク
等

◦
日
時
＝
4
月
27
日
㈭　

開
場

13
時
・
開
会
13
時
30
分

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
５
０
０
円
（
お

り
な
す
八
女
で
も
取
り
扱
い
）

◦
販
売
締
切
＝
４
月
20
日
㈭

　

八
女
茶
発
祥
の
地
、

霊
巌
寺
で
献
茶
祭
を
行

い
ま
す
。皇
風
煎
茶
礼
式

に
よ
る
献
茶
を
行
い
茶

祖
栄え

い
り
ん
し
ゅ
う
ず
い
ぜ
ん
し

林
周
瑞
禅
師
の
遺

徳
を
称
え
偲
び
、茶
業
振

興
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
2
日
㈫ 

10
時
～

◦
会
場
＝
霊
巌
寺
（
黒
木
町
笠
原
）

◦
行
事
＝
献
茶
、
茶
山
唄
奉
納
、

野
点
茶
席
、
新
茶
販
売

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
建
設

産
業
係
（
☎
４
２
・１
１
１
７
）

◦
日
時
＝
4
月
30
日
㈰ 

受
付
９

お知らせも
よ
お
し

Ｕ
Ｇ
Ｅ
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

募
　
集

　掲載している催し等は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止のため、中止になる
ことも想定されます。市の催しについては八
女市ホームページで確認、そのほかについて
はお問い合わせください。催しへの来訪の際
はマスクの着用や検温にご協力ください。

切
り
絵
展
「
風
と
雨
の
間
に
」

歌
ご
え
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
「
春
」

地
球
さ
ん
ご
賞
入
賞
作
品
展

市
営
住
宅
入
居
者

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
in
八
女

「
花
を
友
と
し
て
」

２
０
２
３
八
女
押
し
花
教
室
作
品
展

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

星の文化館等の小・中学生の入館料が無料に星の文化館等の小・中学生の入館料が無料に
　福岡県の「子ども美術館・博物館無料鑑賞
事業」として、県立・市町村立の美術館・博物館
の利用料金が無料になります。
◦期間＝令和5年4月1日～令和6年3月31日
◦対象＝小・中学生の入館料
◦市内対象施設＝星の文化館・古陶星野焼展示館
◦問い合わせ＝㈶星野ふるさと（☎ 31・5588）

＝
福
岡
の
八
女
茶
発
祥
６
０
０
年
＝

第
60
回
「
献
茶
祭
」
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ど
で
活
動
で
き
る
人
。

◦
申
込
締
切
＝
4
月
25
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
係（
☎
２
３・１
３

３
５
／
O
２
２・７
０
９
９
）

　

岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館
「
い
わ
い
の
郷
」
の

運
営
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
岩

戸
山
古
墳
の
案
内
や
体
験
イ
ベ
ン

ト（
勾
玉
作
り
な
ど
）の
手
伝
い
等

で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
岩
戸

山
歴
史
文
化
交
流
館
「
い
わ
い

の
郷
」（
☎
２
４・３
２
０
０
／
O

２
４・３
２
１
０
）

　

こ
れ
か
ら
ギ
タ
ー
を
始
め
よ
う

と
い
う
人
に
、
ギ
タ
ー
の
初
歩
か

ら
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦
練
習
日
＝
5
月
9
日
㈫
か
ら
１

年
間
。
毎
週
火
曜
日
19
時
30
分

～
20
時
30
分

◦
開
講
式
＝
5
月
9
日
㈫
19
時

30
分
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

(

☎
２
２・４
０
３
３)

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
の

し
尿
く
み
取
り
は
、大
型
連
休
の

た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
予

約
は
、各
地
域
の
く
み
取
り
業
者

へ
4
月
14
日
㈮
の
17
時
ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
以
後
の
予
約
受
け
付
け

は
、
希
望
日
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
の
納
税

者
は
、土
地
ま
た
は
家
屋

の
縦
覧
帳
簿（
土
地
の
場
合
は
、所

在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
価
格

を
記
載
）を
縦
覧
で
き
ま
す
。
縦

覧
希
望
者
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
と「
委
任
状
」が
必

要
で
す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

各
支
所
で
は
支
所
管
内
分
の
み
を

縦
覧
で
き
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
3
日
㈪
～
５
月
31

日
㈬
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
、

土
・
日
・
祝
日
除
く
。
本
庁
は
水

曜
日
の
み
19
時
ま
で
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）

ま
た
は
各
支
所
担
当
係

　

毎
年
4
月
2
日
は
、
国
連
が
定

め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

で
、
自
閉
症
や
発
達
障
害
を
理
解

し
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
世
界
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も

4
月
2
日
か
ら
8
日
ま
で
を「
発

達
障
害
啓
発
週
間
」と
し
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
等
の
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
市
立

図
書
館
本
館
・
各
分
館
に
、
関
連

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
県

営
住
宅
の
募
集
方
法
や

入
居
要
件
が
変
わ
り
ま
す
。詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
変
更
内
容
＝
❶
募
集
回
数
の
変

更
＝
抽
選
募
集
を
年
３
回
か
ら
年

４
回
（
６
月
、９
月
、12
月
、３
月
）

に
増
加 

❷
常
時
募
集
団
地
の
拡

大
＝
常
時
募
集
団
地
を
24
団
地
か

ら
61
団
地
に
拡
大 

❸
単
身
世
帯

の
年
齢
制
限
を
緩
和
＝
単
身
入
居

可
能
住
宅
に
60
歳
未
満
の
単
身
者

も
入
居
可
能
） 

❹
同
居
要
件
の
緩

和
＝
常
時
募
集
団
地
に
あ
る
一
般

世
帯
向
け
住
宅
に
単
身
者
も
入
居

可
能

◦
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
＝
県

住
宅
供
給
公
社
、
市
役
所
・
各
支

所
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給

公
社（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０

２
９
）

　

国
民
生
活
基
礎
調
査
は
、
厚
生

労
働
省
が
行
う
統
計
調
査
で
す
。

調
査
で
は
保
健
、医
療
、福
祉
、年

金
等
の
状
況
を
把
握
し
、今
後
の

基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。
4

月
下
旬
か
ら
6
月
に
か
け
て
、
説

明
や
調
査
票
の
交
付
・
回
収
の
た

め
に
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
し
ま

す
。
調
査
員
は
地
方
公
務
員
で
、

活
動
に
際
し
て
は
、身
分
証
と
し

て
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保

険
福
祉
環
境
事
務
所 

総
務

企
画
課 

企
画
指
導
係
（
☎

０
９
４
４・７
２・２
１
１
２
）

　日に日に過ごしや
すい気候になってき
ました。この時期は
空気が乾燥し、強風
が吹く気象条件に加
え、山では枯葉や枯草が多くなっている
ことなど、山火事発生の危険性が高い時
期となります。
　特に、空気が乾いている日や風が強
い日には「たき火」や「野焼き」をしない
など、火の取扱いには十分な注意が必
要です。火をつけたら消火するまで絶
対にその場を離れないでください。
　山火事が発生すると、消火は容易で
はなく、一瞬にして貴重な森林を焼失
するとともに、その回復には長い年月と
多くの労力を要するものです。私たち一
人一人が火の取り扱いを注意すること
で、山火事を未然に防ぐことができます。
貴重な自然をみんなで守りましょう！

八女消防本部（☎ 24・1119）
山火事を防ぎましょう

八
女
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ
会
員

一
　
般

Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
の
た
め
の

ギ
タ
ー
教
室

【星野中学校へ】
（へき地校生徒のスポーツ振興のため）
運動具セット一式＝（公財）みずほ教
育福祉財団理事長　塚本隆史

寄附のお礼　※敬称略

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

し
尿
く
み
取
り
予
約

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

4
月
2
日
～
8
日
は

発
達
障
害
啓
発
週
間

県
営
住
宅
の
募
集
方
法
と

入
居
要
件
の
変
更

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
理
解

と
協
力
を



　
３
月
議
会
定
例
会
が
閉
会
し
、新
年
度
予
算
を
含
む
全
議

案
を
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

物
価
高
騰
や
子
育
て
支
援
対
策
な
ど
、多
く
の
課
題
を
抱
え

る
中
で
す
が
、新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、し
っ
か
り
と

各
種
の
施
策
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
さ
て
、
３
月
は
学
校
な
ど
の
卒
業
式
、そ
し
て
４
月
は
入
学

式
や
入
社
式
な
ど
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
は
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
迎
え
ら
れ
る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、

親
し
い
友
人
と
の
別
れ
が
あ
る
半
面
、新
た
な
出
会
い
の
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。「
一
期
一
会
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま

す
が
、人
生
に
は
か
け
が
え
の
な
い
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、一
生
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
友
人
を
ぜ
ひ
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
新
た
な
生
活
を
送
る
う
え
で
、時
に
は
つ
ら
く
困
難
な
壁
に

ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、一
人
で
悩
ま
ず
、

友
人
や
家
族
な
ど
に
相
談
し
、ご
自
身
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ

て
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、ふ
る
さ
と
を

離
れ
る
人
に
つ
き
ま
し
て
も
、時
に
は
八
女
に
戻
っ
て
き
て
い

た
だ
き
、自
然
や
人
の
温
か
さ
な
ど
、八
女
市
の
魅
力
を
存
分

に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
▼
こ
れ
か
ら

も
、市
民
の
皆
さ
ま
が
誇
り
を
持
っ

て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
本
市
が

持
つ
多
く
の
恵
み
を
次
の
世
代
に

つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、引
き
続
き

全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

「新たなスタート」

市市長長ココララムム97

３月議会定例会にて

ハッシュタグ八女ハッシュタグ八女

４月の「お題」４月の「お題」

＃
＃八女うらら＃八女うらら

　ご自身のInstagramアカウントで「＃八女う
らら」「＃ハッシュタグ八女」と付けて、ぜひ投稿
をお願いします。素敵な投稿は、広報八女や公式
SNSでご紹介させていただく場合があります。

八女市広報（企画政策課）インスタグラムフォロ
ワー1,500人達成！
「＃ハッシュタグ八女」や八女市の魅力、情報を
発信しています。フォローお願いします。

おたんじょうびおめでとう

松尾 夏
か

帆
ほ

 ちゃん

R4年4月25日生（立花町山崎）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。
氏名・生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お
持ちいただくか、郵送でお申し込みください。◦申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

♡
祝
１
歳
♡
こ
れ
か
ら
も
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
う
れ
か
ち
ゃ
ん
で
い

て
ね
♡

祝
１
歳
☆
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

唯
十
１
歳
お
め
で
と
う
♡
た
く
さ

ん
食
べ
て
遊
ん
で
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
♪

こ
う
ち
ゃ
ん
♡
こ
れ
か
ら
も
お
兄

ち
ゃ
ん
達
と
仲
良
く
元
気
に
成
長

し
て
ね
♡

１
歳
お
め
で
と
う
♡
古
賀
家
の
ア

イ
ド
ル
♡
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で

ね
！

野
中
家
の
ア
イ
ド
ル
か
り
ん
ち
ゃ

ん
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
す
く
す
く

成
長
し
て
ね
。

可
愛
い
笑
顔
で
み
ん
な
を
幸
せ

に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

大
好
き
だ
よ
♡

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
な
美
緒

ち
ゃ
ん
。
沢
山
笑
っ
て
大
き
く

育
っ
て
ね
♡

祝
１
歳
！
こ
れ
か
ら
も
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ゆ
づ
ち
ゃ
ん
で
居

て
ね
♡

幸
せ
な
毎
日
を
あ
り
が
と
う
♡
だ

い
す
き
だ
よ
～
♡

秋山 嬉
う れ

樺
か

 ちゃん 樋口 蓮
れん

 ちゃん

中村 唯
い

十
と

 ちゃん

入部 煌
こ う

成
せ い

 ちゃん

古賀 椎
しい

凪
な

 ちゃん

野中 蘭
か

鈴
り ん

 ちゃん

野中 悠
は る

翔
と

 ちゃん

荒川 美
み

緒
お

 ちゃん

松本 侑
ゆ

月
づ き

 ちゃん

髙田 凛
り ん

花
か

 ちゃん

R4年4月5日生（井延） R4年4月10日生（黒木町笠原）

R4年4月23日生（立野）

R4年4月29日生（新庄）

R4年4月6日生（稲富）

R4年4月9日生（納楚）

R4年4月27日生（黒木町本分）

R4年4月6日生（馬場）

R4年4月22日生（稲富）

R4年4月27日生（本町）

よ
く
笑
い
よ
く
遊
ぶ
は
る
と
君
。

こ
れ
か
ら
も
の
び
の
び
育
っ
て

ね
。
大
す
き
だ
よ
♡

深町 菜
な

心
こ

 ちゃん 

R4年4月28日生（国武）

な
こ
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
可
愛
い
笑
顔
を
沢
山

見
せ
て
ね
♡
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